
3 A 1 12 ～ぷ四MeV 陽いり 23『U り才亥今晨：お叶；後量 I1'-年

，，，、研 O瓦甘庁尺、い予だ，竹ヰ茨七和1 滋士尺，オ以JA-,

土if.- t斗， 卦肴 広，鈴オヽ菰入，．羨場；登手一， 町K 定．

土旦： 沫射{I'....浮／介析法によ｝杉、今紋り研紀で•11, オ荻今製片につ、｀ c 立話豹I 足 T ふ：と

11 でj II し・ uC I jJ!,l 々り荻稼JC..., ヽ・て視lI 足しうシ臭 c• 1受わてーヘふ、従っこ俊ネっ祝術 II'..斧今

杯 1桑作 V- l1-.__ k ;_か2 えて音度王匂上 3 4 ; 1i .,11・、 物涅的す．，ゑて所年リ））で 3 1-;. —舒 I介平つヽ・て

知凡とう} :とかで 3 3 ．わゎゎf'- 1t /(. :t今畜辞、作と坦．知絡惜り規定と 9ゞ冬易で今" :と

と主なゴ呈由としこ， i了ユ3 tu (f i五／）人たと 1差人レ｀． ：， c ー 9I Ef 12 ~-.,s-Me V り品間て？

俊そ今~ 1, うぴ，＜足っ叉稔咲作につヽヽて穀告す,.

238 u (f jズ'l1,/)反店v.:っ、、てJ I 殺告，く’｝-'J <.'比荻的詳し・｛ ？と l て l: H G H,•Cks,P C ぷJe·

如厄ぅ1)り均 10~) んOMど V •殺告，ごみ,. : q殺告で 11 表赳、の鳩ふニネ，v ずー点とlfJ cｷｷ,-,' 

社介製入応砂旬精'I,·'e,,貿そ孜ー秒、今製収率曲¢名に羞し・・文（(..'―.h) : tとオ、 l て、•3 o、^.

与 10, J,<',J,,/eV りえ尖，．っ、、て，，み現')定して・ふ． t :でわれわわ I J : 9 }と 111 り布註り 2 戌

甘と詳紅に硯lI 足丁｝ ：とと試み k.

fーゲ ·7 卜と技ぷ : エーテ Iレオ由出ー 1吟峻塩：も放滋 1: l,) 半す製 l た U3 01 とけ）、‘,起令；丈

今牧—心ぷ去 1: i ? z.0 ～切＾／んがり 1 ーゲッ｝と作製 l to. 'J  1-:. ;礼すりペラフI, ／と今玖

丸某として，迅心今為 I，·より；碍,ィJ t文良 1 かえた， E俎ん”初d如ioんとして 11 A7M(!, qfで）

冒／吹(? ?-n.)巧ヽ→ぷ7Co り人えS と 11l ーた． 、｀れぅ '1 ーケ‘7)- I Moれ心fui-f k A（汲牧双

と吼ヽ‘t f↑定り楊午 L ~- IV ぎ一位‘足にオJlみ：人k.'. 9 -'r'・ン／•ぅ杖叙,, 10~11 オ文であ~.

文文4亥L千のッ •I J V ナ 1 ？口 1` 口、9 り 9.r Mヽ V 鳩+-矛ヽにI-' t). ! J~  °勺ノ,1,\ A でイ0 ~.<0玲閑社

友 : 9 ? ーゲ．， Iｷ とシ迎． ~T l た．

に浮令為 : ｛筵柔り孜、身がI'....洋 If'-年灸と着 L <.呈 3 支 Iす吐ぽy l:. 11 さが 1こ少ーナ付 '‘,'-{’l 足

訊秤q作製浅と文文し k ：とてあ~.介畠背緊 1/ Z心貼，ふ， Y, /vf,,印，（4、 7e, C5 ．ぬ、 Ce, 厖，収，

芦ら、年，Tl,. h. I ひ怜・びの 1 ？元羨仄つヽヽて行→た． う法'< L "<. 1/. 尺舒 Iかとイプ・，文喚法で•

行の，祠｀財的に梵放因漆蝶和土法とかえた．

J:..言乙藷え素 9 うち希上穀元素、 ア 1レガリ土我元素， ア Iレガ')令.f;,.元素につヽヽこ lt今辞、作

L 通 L｀て‘足董的 IZ l:r--為し／ 炉予牧卑り袖il:.. l:.かえてぃ 1j.し‘． た 7`・レブ＂ラス佳 1人と・ぇ，吠ぷ

とfすぐ甘的でえ”i呈尺令吐応と和よた． む令に槃社｛ふ'I I.r.r年につヽヽて Iiゞ lみ］号 7る内ふ？諄、

杵を行った吟今り札失 11 0. 1 j,社仄て・みふ：> 17 l てにみ窟 9ヽめてみシりi k 刈に祠和より 4
款桁寓ぃ祓射伐とi 9 訊料:le. Bl-t l てハ、・ 1 ▽ットとして吼~,所足ぅ條），午と雑誌しt lる1 -

の森作 L 袂｀和にえ了して文祝した． さらy. I卜＄翁．｛乍qふ政惰にl,•いて中＼‘和キ 9 日的祁、1主り複

矢 K 羨尺辰 0 げ·)•I、千にと.,,め l ょうv- l 灰．令社矢卑，i 1 メ Y)、千と秀えてよ~.

位の元素につ‘｀て 1 i 9'yと対ぅしゑ文ぅ広 9ミかり b ウヽノ 蓋しぃ吸泊，こ碍認さがて- l 0 で） ／之～

り“／り吐体とかえ，後 K 戎1）文訊科もし"- 1; 乱’1 文訊和作製痔に介釆＼た舒／入につヽヽ c, 千· -
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ぅマゲラ 7 去でに浮牧奔出決定マ；テ涙とす采吋 L k. .l.へ 9T 了ヽ終吻としこ湛入寸シクて‘`

と， 社ほ 4 打、｀惰＇こえすして 1} 237怜と足れ祐れ c/2,如 C4j炉“~mヽれ9メ。んとしてガマえた·

話ii~ L た 1 - /r·., ｝の C9叩1, ↓ぃ••ふ"ん，＂j 9 A(”<. と切 ’I ~り， u， o｝ととiに上言し 0 祖｛ふ·
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崎贄1.行う．
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い叶製 今み l 1-:各，，， 7 V 9 —/ 9、う各元素と叶製 1 シ．i/}恙〗り研克紅茅、 I} 丈犬す亥研
5) 

牛＼．3] i'）叶穀も 1" l.. L c -;/足出しに 9 こ， t'後り訳累と令わた杵製；入。猿~ ll'つ定，，とi;')'t

ぁ 3.
b) 

V l(fビつ、｀て 9) 1 でに本訂逢今にがいて穀告 l ヒ·

危CJ, Zn について l）寓廷，い」｝·1.吋；五えfーの製迄 L 甘りりと したす丑・［）t片 9 よっ］ も L < 

汀一埼麦t_ l ta.i 1kl~lいた．

Cs 1 尺 L に l i z九と咬去した後，く＇I h‘ 噂e と 4.( ヵ｀令i /‘＜ー、ふ． 吠—fM fICfこ A{ L I久‘して使—t

潔＄， っ"‘て— NHI/.尺一酢酸ァ．．玉―て..'り3r と恥去した． : ? ~苓焉液で弗為 L た Cs ，忍/)羨恣乾

＼日［てり、， HK に吸対 s3 ~,J. t.f/ 1-tCI C・1-U... 今為た？子った．

万 11 1 /.I fl(.(註度ヵ謬液，‘； Cu l iぺ I ：和土 3 < i．：戻ご争復 HMO K ；冬袢奴j ;冬液べ麦

えて HR て· Cu t氏 l て Te と；苓為'.:
~) 

希土紅元素汀塩·1し物に麦ぇ/,fH戎，こ＞人着 1 0 3 ~/ H(3ーャ·fl+B ｀ク；̀  j)：ふ畠液r.: y 7,/,'l:.. o.. nt 1,7 滋喜

液て Eu. ふ＂，ア切'l:., 0.Zt;/1 1-/3C,f-(>.fぬ）墨オ (7 5 : 9 2 9 ）澪蒻；夜て• N』i, l~l(,;;: t)'ふ為次で Pし心昆今
的と腐為丁 a, Tb o 注＼：日ーq 1条｛乍と'-') 9｀えし，ね，J， nf L して：昆入 7 3 Y L f令去 7 .I • 分、

為イ↑｀ r̀ ；恙禽＼ lo 百． C(. 11 心（e 弓莉壊乏行って C. 2.r M H3(J -(‘鼻）2He，オ（ 7: J)：苓＄液て→ ／か点す
?) 

.,. 付ゎ 4 IrrE以り扱迄と該似のう廷'·c· 府 1穴駿とf介そすン．

芦、 5'1-. !,{ 0 .... ` ついて＼ I 災 1- qす払,/'·茸 T, ·7 で勺忍 1 3.  

立坦沢粁ぅ作製： ぺiゞ・？卜として n} ～｀レ 23 f VI ？；砂f l, ユ3ru ：厄.f) Ix..た試料，ー｝卜畜 l

に試灼と 1柔平筑府り作製 v．庁］いた． l ，、 l 2 柁 w、上の抒、棧·と令ひし禾＂喘今v.: 99, l,dL.ぅ迎

苔 I i文l's, (r,z:n), <n,r), (n,r) がなと，：よ）， で.:) ; t,:ｷ "Tオ亥iを的，＜柔屯j足？忠"‘· 丁，ク—t-t..

孜紺伶 9 名、·吠訂 1 作累~し'k.

：れら 4 試料りー奸と袢且 L て 4冗iをけ廷ん「ぅ刻定＜ i'）炊射悴濃皮と｛とめ"'-. l~l i寺
仄袢攻し(: !Lの一釘p立っざ,:,J-、する助1 文訊料と全<. l吋ーカ 1，状 I- 秋準試料と作製 L て卦款

訪年心盛 l k. 

判文言弐粁り作製 : 心 If- 1 連'|足試料 1, 4己t釈 11) ネ，レ？ーに 9、もったマイう一iいい91,<,

J:.-K 追ヘーに炉よて秤製した訊和忍来左今生村す 9- I 屯 L く＼1 -蛉と袢そして1-J L た．滋、液

£紅達した後，冬ロファ 7 テー 7· な｀ ｀｀りJ:..と訂ひ・ マイラー／必）か 7 ¢謀の掛＇｝足五行っV:.
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生衣＇そ，ミツ―‘‘i..来で• It令 L ．迄沿（レ卓涼り紅：計数吼不，／ r -4 足i'/1 l た． : 9 ¥:. 3 に 4

未糾にわた；麻哀も紐と追註1' 必名 9｀うマイラー膜 21差人た'.

::り 1 i,‘百 IIM· - V メケ ,v グ｀＇）ォキソムとぞ況 3 ＜ノ 知，ふ仇クーぷP Ir 弘（口）ぅとモ丸 3

ベ滸汰，｀血ヽ、ケ浜て..~J!'1 足訊｀粁五作佼 L v... J.たりゥー抑 lて匂令叫に位）d紅 L', ~り

一蛉 IT-紅ー衣＇1 ;I..チ V ー／翠ヽそ挽中-c-- 1/d /OH), と記;t,, 這 Iごうたf牛 3 々て;!l.’1 文吠料< ¥ k. 

ぅi， 1 足 : 刈ぅ＂｀ I: ？迪I /t，ミ不和I 1· あiような一辞りげと摩いて 1不戸‘fL / r は 1 双すに

つヽヽて現II 足 l k.  fぅ史）文V- I I 為名型が 7、 7 \2—比例計政喩と H1 し‘, 197立’゜肛オえ洋如ヶ、に［

1 年~ 1 ~ 7· ラトー特性左食紅， 枝としI%. ぶf!.11 として 1 半茨や甚〗につ~ 1 ＼サV'人上、り割令t·、

J:..祝ぷ試炉り莉壊と立蹂し K. r ;i’l 足に 1 i 3”x 3 ＇凶 l ィ紅、添と THC 波忠絣キャ忍"- n),、た．

堡： 戎社刻足，仕行中で解祈と行ぅ秘階に L.., て一 lょ～＇． テ‘ー｝り科巧格程と仕った

玲災に,,·ヽヽて I) っ 3→の紐弟っ｀えらトシ子文て•あ..

1¥ E? /2 ~ rrMeV K h‘ すうJ:....言1'.. n 社程についての励起閲教，ミもとめ｝わら・ 江たあょ冷

十エネ IV ギーにお中う I~,;・う斉足すべ之雙モ玖ー秘、介扱股卑油i上，ミえら卜とたら, ',r¥ 

L 社令 T ぅ：と 9: J.り孜介製人な断句社万ミえi ／ヘ;..

吟 貿t政一該今製収年油秘 ,a· t今文吋本であぅ履ャ釈で 11, J(り楊十ニネ，／ギービおすさ

今平均中，］・王ふ祓盛孜，：もヒめらが>. ~ l ~テ‘｀ー｝，叶及，:·↑介お'1 1--,,,ぁ｝渇+.z:_

ネ，v ぞーにお寸；キ均中＇｝1 か祓出数り使そ政，くよ 9 支，、しと年坦て.. ;;, ~可託 '/1,ヴ，，，...
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3 A 2 12~55Mev 陽子［こよる;1,i 1］拉、今梨にわけるオ日噌情今や

aお知い樟町 〇移釆丸一J 9，届湛澄主天野慇，夏目叶青丈

詞 U, 加な h`' 會、沫笈のイ紅縫江午(1/f'-Lヽ＇遺今致す「；；わち 1 聟r.p'i'生 Tl::. よるオ裟タ
鱗 1牛棒V 中 1'戸 Iつよる該今蛾子たば 10~20 Me..V手じ度0) W導（一ょ遺心砂 r （二ぷ 9 ¥1 ? 

しi,蒻る一危の背骨屯汀）子のうち 1 知 4; (生戚す 3 柱出J厄み暑冬／沖， 1a;，（まJ''

E←ば呵乎 P舛知、西 (EC り電荷埓秀今ぷ）にしたが｀う＝しが‘力がつい I 3 。

しがしI ,\1.f. 1和荘子のエキ IV ギ｀ーが｀、数十咋V 麻るい（な屹れ以J:_ (-:, (j: ~'c.., 2fぽ EC D より＇ま
U叫胚炉4 c孔吋eD以辺辺均'-·(UCD1 不要彰袴今布）によくあうヒいう §l"; ,sヽ‘｀祁

告ざれてt，う。~) したが｀って阻、砂子のエネ Iレギーが‘/10 M~V弁i度から So MeV 科危ま 1"
増たすぅ節（iJ I"' わいて rt,'f;: CD  I"- ょくぁぅ毛のから UC ℃ 1こよくあうものぇ心｛tが潅見

象ざれ 3 と予想ざれ 3.

そfらあぅ咽董の木羨今咄庁 I二つ＇） 1, 生戚毎と）百｝房岳との閲係を表す枯惚楕今了いい泉

は， ぁ 3 —釦励放エネiレギーで‘It，ひとっのがウス分巧1,‘'よ L 表忍 3 ::. tか‘森告さ爪て

いる。2) しがし，：：九（＂＆うれf，trたり項遺応必；勾f切の沙1痣 0‘ ぅ烙られた紺泉であ
3 の 1‘`1 よリ九ヽ 9 管層伍痴にわたぅ棧夕桜江成ゆ l2 つヽ I 這I 史ず各 2 と（二よっち井愛跨
今右の咽骨忽存担り桧討す 3 ュしが‘•口J.

瑚寿う丸/2.~S'S- Me V のエネルギ‘一の？易うによって 1 238U ，ーゲット屯籾，知見イオン

突派今南滋 I二よぅて，痘蔽樟雅であぅ叫妙， 194Cs 196& 冗 lC'IEI,(大｀ょが叫.b サ瑾．T化

冷な打し＇ それぅの雑ゑ柱夕叫炉翠這l痣す 3 ：：：：と屯試みた。 痘廣湛種叶輝＃亙の釦筐
によって生成する：： tばなりの 1`‘l 港1 足ざれた 4這L t tのま 7, 核令祓（こよっ 1 直拉生萩

l f:,毛OJ I すなわ;- I 絃泣芥鯰如碑吋 3 ミと，，‘‘`7.、 5 5. 

叩I::. 160Tb Id -P R ガ‘スを）可" r::..鳩思虹嘉'i甘委瑾直接しノイをのガ亥特 1 :t NCI.I (Tし）シンケ

レー 1 -て)利ヽ 9 た℃破スヘ゜クト 0 メトyィて｀油I 生した。 13'I-Cs とパ¢Eul丸 これらし安存す

ぅ呪s おしよひ｀、 I知疇虚しこしまわなりヒ沼,,徒ず 3 ことか｀｀ ？、 3 な•)。 加， ＇唸SI 叫m
ぉよひ｀｀ I的れ（ょ検ねt`、 3 ， 屹の収李心， いつ｀、ホそ？易 7 :i:-:t lV ギ・ーが‘i浄すにつれ7.全，迪 1:. t治大

し 1 し 1 う。 これぅの台を吋藩11危 1な目下戻旅中 9‘、あ 3 ので＇｝ ｛れ 12 よっェ姦拉特拉硲冴也

立収年 (F~ぬ4 ふ叫心チ4) を毛と今， E c.. P か S UC D ~aiうつりかわ

J 0 :z:...ネ /V ギ'-し0) 1謬／およぶ，各ェ午 IV r、 1::- 巧 lプ 3 枝惚荷今存1曲線刈＂嘩存捏(::.
---, \)し校対す 3 。

心仰ムノ UCRL-3年｝祁ys. Rev.J且今滋 (Im) J C仙~ヅ加ふ4. UCRL-g?A6 (l町）

F心以五心汰必．J ~勺4, Re.v.)卑，t ?o') (lib :t) 

2) 加屯'<)(y骨J ←ぶ巧』．1 il, 7紐 (l7 t 3)
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3A3 12- s-s-月eV f易各 1こに 3 29’u の核分裂 9 粒み放出 I支応と汀紅争

原向 0馬易先3 指沢弘一馬丹宏、互籐博天粁怨 更碩火

仰捏的元ぅ1、すた（す A巳淳的方戎 I ごよ 3 核分裂反応の訊＇究 I本こ八すてクくの様箱：＂こが 1 て叙及

告 2 れてい 3 。しか l fI が＇りこれらり店＇尻ば抜今梨っr/ I：：冗：日 2 れてし，て、そゥ祝斧反応

でわ 3 非分裂過修に着目 l た珂免 Iす 1 ij l て｀あ 3 ，的捏的う戎、によ＇）非分裂過移を尿免す 3

ときに 1すそり生成｀枝を頂裔ぅ和1 乞し食ぃガ＼’‘、考久射れ」営的方ぅ王、で 1ず紺々り枝箱について屯咸‘喝ど

も未‘わ 3 こと hゞでさ 3 。そして介裂、非分裂詞過娃 I'.'. つりて、 これ手でに通弗名‘こ存われ

1乏よう厄分梨過娃の現象の行に着日して行，た院＇尻よ') t、詳徊に立 5 人った吟珠加可有ヒ

て＇’あ 3, こ')よ）庁意味で‘わ九われ lす 238U を褐みて照術 L f:_と芝り根分級反応と湘手放似

疇、ヒり祖脅歯繹四河究した。

東大秩庇サ 4 クロ 1`'コシヘ 55 Hev 房午 C'’ ームで、 U3 0gの 5区ke d ta_v令et左際卵した。f易

吝::!- 1,- Iレギー 12 一汀紅t/)袋団で、核令裂い、ユ'/)'U{ p,"'-)2う層， 299U( p, 3→.2%、 299u( f,51)

叫ゎ，叫(p pル）Z1'7 u;- 迅’u（炉f） 23 ,7F4 」- 299 (J 反応の励起函板を求めた。それで｀れ王求め
I -3) 

3 ための化悴操作と放布恢測定灯，す℃‘に殺塔した方ぅ広によフた。

この親争晶緒には、棧令核過今象と直拷過姐の裔手が｀含すれ 3 と芳えられ 3 。今@1 Iすすす＇’

前危り急手り知 3 ために、次のよう存仮史立詈り 1 、複令様程 l□: 3 計算を詞河た。
1 、 腹合核か＇’まず豹成さ八そのの 5 1：：中/~生手放心褐手放出，み粒 3 放也、 r 線祗似

令た 1す秋分裂のいす＇’4しかか材式によ＇）崩瘍す 3 とす 3 。

2 、 r 綬放生、、以外の過倍がエ免 1しギ｀ー的に可貧E 万瘍合に 11 ` 1常 Iてての可倫五逸和1'‘r 緯

放生、に得たす 3 ものとす 3 。エ弁 lしぞー的に可銀か昂俎1J\‘｀ニフ以....t..存在す 3 月易合 1-:. ほ、そ

の悶叩屁争 Iま、舒介算位喝に氏刷す 3 誼苧で起｝ものとす 3 。
3 、角運釣そり影魯 ,1 魚視す 3,

4 ` 逆反応 m約面積について 1す、 bl碍以し徊s 迎似乏もぢ l\ J。
少紅この仮定に広いて針算す 3 と、各痕悶反応および枝分裂反応に対す 3 蒻多[-;t次りような

式でわりわされ 3,

泣j,,,__) ==は (E几9, E"-9;-B一吐
斤 (E')

p(p；戸） ＝土」）｛和—E,,_92. t吟（も） X 応 (Epに知'-6’’ 与I -B心'-B一 3 —知年
与ぷ2-8加れ 3 広（辱，ー€,)

十）£，，，1 -B;2. た払（も）り2. (Eん9 —叶2 -C9, Eル―Bp,z -B一3 -€1)んe,]
E^'-Bp,2-g一 3 h2. (E/Uーも）
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西砂＝詞J与2 た屈（り ”2 (Ep2 ーも， E戸― B一3- ←1日
Ep2逸.,,\._3 応（恥—6,)

四虚）＝上fE心 孔 Mル (€1) E几9-e（た U(か）X 応 (Em-e, —も， E＾,-8,.:...r6-€2) d.⇔必，

に（~)印喝一4 広（E，，，， -6) JEn3-B-し -6（ 応（ E九2 ーから）
p(p;丘)= _!__ 恥た砂（6l) J En戸t,丸\,,)11.2 釦） 恥—€,-Cz れ M几3 釦）

rTI （ご）［＾r-5よ；（い）和二，（Eれ2 一€、ーム） ［ル5-B一b—厨ル3-€, -€凸）
X I恥奇なら 几 (Eん5-6- tr らで午， E心如み6-6奇C，へ）

在屈心、(Q) X 

E区 -B—b-6, ーらも ら（恥4-e, —在ら一 €4)

X d-砂~む3 46辺€，•

更に、様介裂の碕矛は次のよクな各段咋での枝介裂ゥ謹季の年で＇巧えられ 3 。

r,,ば）
p(p;f) =凡ぼ）

恥，ー的＇

f(p；叶）＝三 Jれ比（も）．恥（ご'(-Ep:/- €]')肛，

r( p; pi)= ' j和1 ーニ(f:,) 厄（恥I —恥’ーも）“
凡ば） 広 (El', -t,) 

f(f i叫）＝ーJEれ2-B~ 砂（ん） J丘9：こ知）斤3 (En2 —恥—e, 土) de2rJ..e, 

馴）。年（恥—t,)。ら（恥—e -€z) 

箋，， 9

これりの碑年に護そゲォ亥形成＇餡面雑町 (E) 左か ljたtの 1さ、それで＂れヽ）反応菌T面積を古久 3 。

こ：： 1い『濯）、に（モ＇），恥 (E/) は、それぞれ核しの局起エ庁 lレギ'- E1 に於 I1 3 杖パ、中性｝畝

似お'I 疇う畝俗に対す 3 舒今翠位飴でわ＇），伝（t!)1す Pohr 一似んee/er ／こよつて手えられ｀
't) 

品（町逗匂kopf l：：ょって手たりれて l I jり庄(E')は腋積介函敬1こ ’7 ーロン痘壁に対了透過困
手が含すれてい 3 ：：とを餘 Iうば品（£）と同じ老 1-;: 存多 C 1 た広国）n, 抜［のすべ‘ての舶熾孫

叶に対す 3 行介虚位禍り知であ§。更に広(I::,), fl糾ら），品（丘、ら）およ幻＇‘恥E1 ヽら） Jす次の印’て＇‘
定義され 3 吃て＇、あ 3 。

M凶も）＝
づ刈元（E虹一9 ー名れし'- e,) 

ん， e ，
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％以も）＝ メ品(£如屯p；ー白）
百

応(f,,ら） ＝広(r.,)—比年）

恥 (E,，ら） ＝屈ぽ）一厄 (Ez)

ここで E1 は突効励起-:L-j¥--I レ手'- E -A て｀＇あ'}, 氏、功p{お＇ I が万五'11 "(ii\..ぞれ根しの『笑知

の中 I性手参考今エ 7r ［し叫｀ー恥ャ止，褐ー各絲令工弁 1しギー和こ疇すれ＇‘樺分裂酋吃ちfげ△こであ

3 ，叉 恥 =Eに長的， E/'L = E1一食知であ＇）、特別万易合と L て Eno ＝恥＝芦定煎

す 3 。有名八ムけ殺令禄吻成‘の際の｀又如直しり残‘嬉叔 I：：否す 3 西勺並かに shell

叩ec.ti on.であ 3,

適当炉敷信を司し1 てこれ汀~ 1-:: つt)て計算し、み反応の新翫眉乏末わ 3 予定でもら
釘算と危険篠畏を氏蚊す 3 ことによ＇）、分裂時り稚の豹につ ll て碕9命 l 得 3 と釈待 L てり
3 。

祐： l ) 梅沢 戸 I司孜身寸化学宕寸言鯰

2) 厨： g 

3) 頁証： 10 

4) N, l3oltr a,~d ], A. \Jhee-ler, ？年・ Re.v. 互f, 426 (/q列）

り V. F．凶よ 55kori，初平•'Kev. 廷， 2や（門3 7) 
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3 A 4 23T(n刈） 1 こふ 1raJ lがらが山直遅匿ヵI.ネル午叫喝f季．（紐飼

希苅， 石森叩粋〇星三十靡

昨年の手汀恰紅いて 核・令覆反応に凸 IT るf1＇ ss;。万'af4 Y l:. ノ分裂片一対の全還勤

工手］レギ｀ー 麟紅計の P鼻i条と二蒜電球 E テ＇ル碍用し之す免胡しに

今回 1 i新しい索験値ととっこ， こいら0) p知閑 1系式＇と械訂しド。 1斗られ「こ定数a t．長；と．

珂見『か「況(X-距爾 1::. も同様の王テ’'1 バ迪］用し 2 み［ミ。

二斎喘野王テ'1レ l こJ.っ Z. E；と Y との閉ド/J

国：：： o( Eい戸［ら'(+ o,75?] ------① (T= fこ，、し，恥＝そ尋;)以，f3 I這数）

の頃1系式‘か＇f名られ， この式＇ 9 ：：官該から表‘めら｝ l 之い b 豆， y ~因入し，ぷ， ¢の直釦央史

しに． 乞の狂慕双二 0,53, g =-/0. 7 が、最迫 1直ぐ、あ＇「こことば 昨年度の打論会こ、正へ‘‘r ミ

/-I. W. Sc礼叫＃らが 新し l 、 E［の雫棘直とわしこし｀ a のこ‘• そt l ［：付足っ之 ｝司 1恙 I こ凶 lg 

と決定す 9 とo(= 0 , $ 2 .  ｢ =-8.8 となり、 IX I f3とL.. l ：び II 玲んヒ＇、変iヒが'1ぶ、，． こ化りっ定

註の令義: 2!耀へ‘‘る T= <flド、 ()1.-J炉亙と方込之ー）司碍臼モテ｀’Jレと這 I用iると 式ば） l ：：：アナロカ‘｀ス

な式 I•以下0)汚えす l : t足フ z®, @0 よう［こ rぶら．

□‘吾＾訂屯吃数と距夏エネ，レギーの間：アレニウス式か＇‘適用で 3 るとずさと，

入＝ A e.―錯＝攣 ー・- -ー一―-- @ 

l 、ま 柑駿以，¢と前正のような肴ぇ-t- 1 こ r:..., て史 I 涙‘と変杉iよと，

辱：：： （以聟贄ー伝）—-―- ③)与T= 五｛IX そ緊ー ET} →＾―-—- @ とな a.
こ：乙‘'I T j以布‘ォ度の半考｀難ノ r ;()(窃項評後住成ずるキ亥撞の年径ノ 版； 4H--e 0)半径：，

z j吠寵項後の核檀の，オ謹荷ンと｀ ；加 Cl. f亥電存、， ET)• (X崩ャいr...ネ Iレギ'-.

®逗）武｀から d I ま主に A に起亙ぷらものこ·‘ふる 0ヽら，非嘴ぃ忠進しド貿舟数t核頃汀，と

屑『i技檀闇さ l J 等し，、と 1及定し z ⑥弐＇と虔和ずれ l ず＇ 下， T2 0 半浅＇閲月ともっ枝手童閑の

頃恥，勺Tl ―り T2 ：：：い（以賛— ET,)- (以．麟— E辺｝一―---© 疇主すら。
以i直に核分裂現象にJ.,, ¥ I 之最咆1直としこ得らい「ミ a52. r と®式‘1::. 代＇入し， 『 P‘`'等し＼ヽと

ぽ定<'. 3 る｝亥棺群と作っ Z 伶の直と幻 r ：：ヽ 1息ら };,L f: /3可亙と噴昼該の閑款とし之 7' ロ

ヽy I-し， そからの盾 l桑と擁へ｀＇「ミら． 庫ゃ砕ー次闇数として忍現で• 3 「ヽ

心のように算之、~ i l 「澤，fa C! I直，闇1 系武＇と④式｀ l こ代‘へし，最埃 l: o Ol 変/t.. :&.追っ之

み T ：：゜ "t I邑0)哨舟訟な存＇ぽ l ょ ｢ i直と同じ＇ム墳骨知 7• ロット召よと亙や皐 P』 I条 P‘, 1晶られ，

一次P財紅示ぐれ 3 ことが｀わかっ［ミ

こ〇よう！ミ，が麻項 I こ汀し之＝防喧球毛テ’'1しから埠 P 、れJ武｀ a^ i直 I ミ『キ亥令粗 I ミJ-t, [T d 

叩化のモ子'’Iしpヽらィ息られ［二久二 0,52幻刃直をア 7ク,, r 11 1 こ与え z 士， 危 ｛とも比巌：的蘭単

な質い知閑壮として柔わ 3 わ荏瑞 l ミ奇妙‘なこと l まんこらなか -,T こ． これから約1新し Z,

幻店(/1 (直ド l エ，（ぷ、 P ヽ含、 0手が｀みうより 1 ミ房しられ 3.
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3 A 5 軽い核の原子核分裂について

原研 馬場 宏

ラジウムより軽い原子核に誘起される対称核分裂は，それより重い原子核に認められる

非対称核分裂と本質的妬異なる性質のものであると思われる。このことは多くの実験事実

I疋よって確かめられ，又理論的匠もラジウム近くを境いにして二つの異なる核分裂の族が

存在することが示された。この報告ではこの対称核分裂がロジウムのように軽い核に認め

られる可能性を調べた。液滴模型によると核分裂パラメークー X が ~o. 3 9 4 より小さい時に

は対称核分裂が姿を消すことが予言される。このバラメークーは核のクーロン・エネルギ

ーをその表面エネルギーで割ったもので与えられ，これは叉核の電荷 z と質量 A の次のよ

うな組み合わせ (z シ'A)/ 4 8.4 妬等しい。境界領域妬於ける対称核分裂の検出は極めて難か

しいことが予測されるので， X 値が 0. 3 9 4 より若千大きく対称核分裂が比較的容易妬検出

されると期待されるインジウムを最初に取り上げた。しかる後対称核分裂が姿を消す限界

点を見出すべくより軽い核を調ぺた。

取り上げた核種は In, Ag及び Rh で，いずれも天然の同位体存在比の 4、のであった。銀と

インジウムはハーヴァード大学のサイクロトロンにより 6 0, 1 O 0 及び 1 4 0 Mev でプロトン‘

照射し，ロジウムは 1 0 0 及び 1 4 0 Me V で照射した。核分裂断面積が極端に小さいことが予

想されるので 1 5 0 咤／虚程度の厚いクーゲットを用いた。照射したクーゲットは王水又は濃

硝酸匠溶解して担体を加えたのち，いくつかの元素を化学的に分離した。化学操作として

1) 
は標準の分離操作を我々の目的に適するように修正したものを用いた。分離の対称になっ

た元素はクーゲット核が対称核分裂を起・した場合妬生成されるぺき Ca,Sc, Mn,Fe,Co,Ni, 

Cu 及び Zn であった。二三の場合には Cr と Sr が追加された。放射化学的に精製された各元素

を含む溶液は沈毅匠変えてろ過し厚紙にマウントして放射能測定用の試料とした。放射性

核種の同定ならびに生成薩の定量はガス・フロー型比例計数管による¢線測定と 4”x 4”¢ 

Na I (T.e) クリスクルを 2 5 6 チャンネル波高分析器に連結して行った r 線測定によった。照

射の際のピーム・モニクーとして ”A.e(p ,3p n)"Na 及び "ou(P, p n)" Cu の二つの核反応を用

いた。前者はすぺての陽子エネルギーに対して用い，後者は 60 Mev の陽子ピームに対して

利用した。しかしクーゲットとしてインジウム箔を用いた場合以外はモニクーのアライン

メントが不正確であり又クーゲット厚みの均一性も良くないので得られた断面積の絶対値

には信頼性があまりないが，同一クーゲット，同ーエネルギーでの二回以上のビーム・モ

ニクリングの結果は因子 2 以内厄誤差がおさまると思われる。いずれにしろ断面積の絶対

値を求めることは一義的妬は必要でなく，相対値だけが問題となる。そのための内慾基準

核種として "c o を選んだ。予想される核分裂反応断面積が極めて小さいことから，不純物

として含まれる Fe, Ni及び Cu の破砕反応生成物の寄与を調ぺる必要があった。そのため照
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射直前の状態に茶けるクーゲット物質中のこれら不純物の量を比色法により定量した結果

を用いて破砕反応の収率を計算し，実験的に求めた値と比較した。破砕反応の断面積とし
2) 

ては Ruds t am の報文を利用して推定したものを用いた。その結果，不純物の量が 10 pp m の

程度を越えないならば，不純物からの寄与を除いても尚有意の差が認められることが確か

められた。

対称核分裂が実際にこれら中位の重さの核で起っていることを確かめるため匠は，実験

的に求められた各生成核種の収率にいわゆる核電荷分布妬対する補正をほどこして｀total

chain yields を求めなければならない。核電荷分布はガウス分布曲線で表わされるものと

し，その際定めるぺき 3 つのパラメークーのうち与えられた質輩をもつ核分裂破片の取る

べき核電荷の最確値はいわゆる均一核電荷分布 (uniform charge di stribution) の仮定に基づい

て計算することにした。残りの 2 つのパラメークー即ち実際に核分裂を起こす核の質量と

核電荷分布の半値巾は，次の 3 つの要請を出来得る限り充すように定められた。第一の要

請は”同重核種の収率から求めた北otal chain yields は等しくなること”であり，第二に”

隣り合う核種の収率から求められたtotal chain yields は滑らかな曲線の上に乗らなければ

たらないこと”であり•第三妬”こうして求められた質量分布曲線に対称核分裂に基づく

ビークがもし認められるならば，そのビークの位置は先に選んだ核分裂核の質量の半分以

下であるぺきこと”であった。このようにして求めたtotal chain yields から質量分布曲線

を求めた結果，インジウムと銀の場合には対称核分裂に基づくと思われるピークが認めら

れた。このピークは入射陽子のエネルギーが増加する妬つれて絶対値が増加すると共に，

巾が広くなる傾向が認められる。又同じ陽子エネルギーに対するピークはインジウムから

銀に移ると拡がり，ロジウムに移ると全く認め難くなるという結果を得た。このことは，

インジウムと銀に認められた対称核分裂はロジウムには存在しなかったか，あるいは少＜

とも生成したパラジウム核 (x= 0. 4 2) が対称核分裂の限界点に非常妬近くそのため核分裂

に由来するピークが破砕反応によるバック・グラウンドの中にかくされてしまうためと思

われる。

最後に対称核分裂の静的模型に基づく計算を行い実験と比較した。

1) 例えば W.W. Meinke, U.S. At om i c 図nergy Commission Report A図CD-2738(1949);

" 担diochem i cal Research Council, Committee on Nuclear Science 等を参照

2) G. 恥dstam, 11 Spallation of Medium Elements. 11 Uppsala 1956. 

73 



3 A 6 フミン酸妃よる放射性物質の捕集について

阪府放中研 〇松村 隆，石山稔雄，真室哲雄

目的：イオン交換容鼠が大きく焼却減容可能で，かつ低廉なイオン交換体を開発するた

め紀フミン酸妃着目し，その交換特性を調べた。

実験： ①フミン酸の調整 オートクレーブ内妃天北藤田炭，水および触媒としてH2 so4, 

Fe 013. 6H2 0 を加え， l O 5 c゜で 6 時間酸素酸化した。反応後固液分離し固形物を十分水洗乾

燥して湿式酸化炭を得た。この湿式酸化炭に約 lO 倍量の l % NaOH を加え，ときどきかく

拌しながら 24時間放置した。その後遠心分離し，アルカリ抽出液に希酸塩を加えて PH 0, 8 

妃調整した。生じた沈殿をろ過，乾燥，水洗した後エタノール洗浄し，水，アルコール不

溶のフミン酸を得た。収量は約 6 0 %であった。

②バッチ試験 RIを含む試料水 20 ml,妃フミン酸 l O O mgを加えて 24 時間振とうした後，

ろ過または遠心分離し，原液およびろ液の比放射能から分配係数を求めた。

③カラム試験 直径 lO mm, 長さ 5 00 mm のカラム紀フミン酸 2 ~3  gを充堰し，／317 C s189sr 

および 60 Co を含む試料溶液を lO~20 m l,/hr/gで通水し，通水量容積比と吸着率を調べた。

結果：使用したフミン酸は 0 = 4 8. 3 1 %, H = 4. 2 9 %, N = 1. 0 ? %で灰分は 6. 0 %であった。ま

た， 1 N - (a H 3 o o o)2 o a および O. 25N-:--Ba(OH)2 を用いて測定したカルボキシル基および全酸

基はそれぞれ1. g 2および 5. 12 me'!(位であった。 KBr 法で赤外吸収スペクトルを測定した結

果，水素結合をした OH 基妃起因する 2. 9µ の吸収，カルボキシル基に起因する 5, 8~5. 9 ｵ 

の吸収が認められた。 X 線回析では Bra gg角 2()2 5o 付近に幅広い吸収が認められた。これ

らの結果から，本フミン酸は芳香核のまわりに比較的多くの側鎖をもつ Phenol i c-

Oarbox y l i c 樹脂のような構造をもつものと考えられる。

60 8q、Br
バッチ試験の結果得られた分配係数は第 1 表のとおりであつた。 0 o,ｷｷs r の方か Os のそれ

よりも大きい値が得られた。また Na イオンが共存する場合の吸着率は第 1 図のとおりであ

った。 8~ Sr や 137 Os (lc:比べて 60 0 0 は比較的 Na イオンの影響を受け忙くい。

カラム試験の結果(!), 60 0 o, 8q S r は＇応 s (le:比べてかなり良く捕集されることが判明した。

すなわち， 60 0 o, 舒 Sr をそれぞれ水道水（塩類濃度約 5 0 pp m) 紀希釈して通水した場合には

通水量容積比が 80 0~1000においても流出液に放射能を認めなかつた。 Na イオンが共存す

る場合の oo00 の除去率は第 2 図のとおりであった。 Na イオンの濃度が高くなると通水量の

増加妃伴なつて吸着率も増大した。

むすび：フミン酸は Phenol i c - Oarboxy l i c 梱脂としての性質とキレート形成の 2つ作用
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をもつと考えられ， RIをかなり良く捕集することができる。

文献

①松村 隆，石山稔雄，真室哲雄：第 7 回日本アイソトープ会議報文集， A/W 8 (l966) 

Kd 

(m!,/g) 

第 1 表

Oo 

濃度 (N) 〇禾
lOー5 11 oー4 10 -3 

f 

H ー型 1. 2X 6. 2)< 6. ox 1. 3X 

フ ミ ン酸 104 l03 l o 3 l03 

米 O f Carrier free 

104 

10 
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町08

]_Q2 
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着
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3A7 魚キ旦イ本セリウムの電鱗

巧
＂厄治

小
／）、不木義蔽｀

酢顔）クエン戟滋液ヰの希土題え．f,のア':L Iレカ｀ム化（;t 1 S,.,, Sm I Yb なビで'(ょ 産易マ'’あ

ぅぶ｀） La, c.eJ Pr らど‘て＂ (1, l困難であ:i,.手虎賄ず（'J. I.):'.. 認の通，｝ tt森的 7 マルがムにな

りにく II セ II ウム（：：つ"て，その命昂滋液ずァ Cl Iしがム｛しの虎験t行？ r: 締采／き．坦偽セ

りウム（エ， li、・・食全 1 ：：ア< I し力｀｀ム｀ヤ /2 呵士｀ 1 3 ::.ヒが｀甜らかにな 7 尻のず， その終柔 12.,

"て釈告可 3 。

実験・ ム豆諷食辰？ ？ーこここ迫邁 LicJ.. • N心・（くばの水淀，·~ t / -mlの水

舘 Iこ文°J l' 一定 4 条件で為嘗し？如製した。そのアルカり全屈の c農度 IJ. I それを＇れ＇I 千，〉

ムアマ 1し力＂ムて'’、 0. o r ％ナト，Jウムアマルがム 7" ()．ぇ鉛，力りウムア< Iレ h｀｀ム 7’. o, 3 0/o 

枝度であと。 述斐麟知凶 Ce -l 豆虚酪凜凌t墨．酪専与 rf)(... 9 っざ I て廂翁tヵQ i笙、

背乾 I国したのち 1 ヶエン戟にヒ 9｀し， s 如k.. 50{1,(,Ttun ヒし 7：：。この一灌尚t別/1涸祉しIi...-,

2 m,,l,のク Z ン殻？ルカリi麟 I ユ 9 (lえ／ pH t約'j Iこしノ愛雌噸 I司レti...。クェシ砧？ン

カ'J i鬼 l夜 I丸 ケこン蘇凌衣/1. I しt OH  • /V.豆H. /<'.OH の I危~t力12 l 召I賎裟した。 皇社

脅辟袴/2.'",コック／了きガ＇ラ又培（直往／ S—…m) tI mる I= I巴 I ml のアルカリ金
辰 7 2 1 しが｀ A t) 7易私 I2 1ュ，白伶純t内り在。砥紹t'J. I 屯溢て｀＇電祁凍社杭叫 I /2..がク一足

特 l勾行った· ？いもi I凡佐和甘ュ，う愛砂" i1-レ一定 11 和I f卸し仄店允ヒ／レ伝，9 /:,ら含 I2 つ

1, 7 戎ぅ了しん。 隻追 沿f)サitの和定（3- I IN辺加e N'/JI, r.直）シ ;.4 レーレ 2 ンカうグ

ー噴｀’/祗合i(t石（ユ 7 ミ Iし力公這え）祐枝＾鈷‘¥斗 I含；赳のim 統の礼から I ? 2 IC ゥ“ム 1t

へのセ I’ ｀うムd)祈土斗こ承＇の久。 ア 2 ／しが｀ム還ぇ 電辞て行ヤ 9`` 、アルカリ全みァ< /v' 

、----—＿＿→

がムと及応させ l :: 15 I> ;;:,て，酢酸，クェン疎漢；だ，卜のセ '1'うい＾晨ぇ(1. ?''i :l戎吋

L -i,_。

紐里・老祭 食 l食紅実 E 3j, I 表 I Z 茉め窃。クエニ昧，I 4 ゥ a -II  4 ら A 7 2 1 レカ｀｀ム

”‘シ 7 ＂ （エ／ 電科t行わな<'.. tも 1 々 ’1 ウム（コつ‘左りギり士、すとが＂／祗畜g t f7 ，五えがよ ’I 私

見 6」?`、あら。 iら戌砂兎｛令t. - 2、“~ -2.｀ヶ V v9. s. c̀ E I乙沿l iさr しれ格全ヒ， l ら．．姥，令

とで• tコ尻•L2 i忍匂られみら｀，氏。

セ l（りいの祈i.,,.大う石象．i洩t及ぼ｀’すの（a:; I ヶてン酷リヶ，う A の濃灰 7" あり， 1 ^紅久

t沖 I 噌 I' ネ必り。クエし店り 4 らいのt巖h..·ヵヽ'‘0, 1 げ以下 1`` l凡 I IJ"t l勾＾免辟t..”O/4

以.!:::のセり，うムがキfど、i J. C7/ /t j,.し／ その流人しか’`t怜ヵo 1 l 1 1.っ h t千Ir 出，¥ /;J i討ケレ I I、ダ

M 7"(iJ., 20 .,Io 程ふレ h＼研出 I~". このクエと磁出；；農広の，尉響（凡す 2 1I う<-., I っ•

？人々・うムらと→の笏合・仁て (n 欽の双象令｀＂紋去 s れてしI J. 

一方)7 1:: !略ナトリウムーt卜り｀うムアコ/1..-ガ｀ 4 I ?エン戟カリ，｝ムーカ，I '7ムア

< I しがムT" I~ I セ，1 ウム＾祈出，a ．i怨あられらわ｀っ氏。 この,, 4-らム系とナト,, ? 1-,.系・
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ヵ，（ Iうし、系ヒて＇の祁ID 奥（a } 当をゼ各 7 マ，レがムの電fi,.,起 l合す↓と名iら-h. 3 。 り今ウ L1 尻

ヒナ )..II I} L-、疇力,,ウム系とかヵ角t ["'I pH "'、文· {I!.. 12 も尼られシ。すらわち I I/ 1-ウム系

では，免裔l t L てりても，? < Iレがム＇t, <7),, +ら'-I lac ヒ，t出レ！砥給；夜<7> pH l"- t和b レ，

党蛤復 IZ~ 1 3 0)佳 12 ら；。 これ（1 らコレ，t卜，1 ，＇フヘ、力，I ウし，系で（J: I 歪斜fゑo, pf-/ I". 

tか＄夕｀へ¢へと演少し？ / 9 .l, しかし．ナI-,,うム系て＂電白f t，る＇’珍令 /2 /ii. I p H が'

r ヵヽら / <"-13 I,. tt加し 2 11 3 2 とかぅ／ ナト 'I'7 l、全ん、か'i容，1 ?,, 3 :.ヒが＇わかJも9':

セりりムのエり広，J.. I逸ぁ 4 h みり。とれらのこしから， 9 t J...戟ア Iし-b 1/遠i食からセ，I')

ムが＇？コ 1し力‘'ム中へ羞ぇコれ祈土刃i °包 'l 々らム令~ r'o 身！ 1 ;; 3 羞ぇの 3も昂て＇ぶっで

雨緒は、二次砂る切 3 とし，崩，t研出レ仄セ，，．〉ムゥ酪氾t p六 <"(F m tすムネ呈及＇し発え

られ 3 し，-i_ t,_ I t卜り＇ケムァ？ Iしが｀ムt` r.t 1 ヶて L 磁ァルカクi令iなからセりクムと露ぇ／

す 2 紙力が｀とりと名えられ 3 。

セ Ifらいの麻叫ii食淡かう直逹 T Iし力り全ん、？ 2 ／レ勺‘'L、と及j;↓, 2 せJと／-t,,らム，ょ．？

I レti 'I 令ゑのえを姜炉 I匂（号．らくi‘令（うど｀の希＃浮て｀’克全、 1 7 2 1 しがム’中 1？研を、すよか｀＇／ クこン

戟戌itとかうず/d. I セ，l'）ム（コ在土し 1.,_ < n ．：：卜、ユ／ セ，＇｀ういのクエ;..頂&t且研畔絨塩よ

り，や足ずあ 2 からであ 3 う。

紐協 迎心丘りウム（エ，クてレ碩，＇々ら々の(), 9 臼ネもな，，i名液も‘!;, I 時，訂の示名f

T' 入祁分，I 4-ウム？マ Iしかム，t-,,莉オ、 9 3 。 3 仄，砕戎i客1·夜かぅ／ ア Iしカリ全底 7 ユ Iし力＇’

A と症、I iぜ＇らと， 7 1レカ ’I 全辰＾棧該{"2. /匂（~.な（／ 「会（b... 矢豆，，写 1h," 虎全 12 ア'1 I←が‘

ム l卜＇守If :I.、すよ。 ダ Il9 セ I1 ，7勺叩いの'-,;.項役
}I' I ぷ ,, 4 ウ 4,, f．＂虻. 

too 

該料凜 1夜 7 ~ I し力＂ム
村出心（％）

骨紅凸珍合 乃斜 I 恥協合 祈

O,IM クt項醇り砂ム LC 、 H i 9# 
出

9? 中 l
゜0.1 t-1”項没ナト,,,切ム Na-Hi へ 0 --,,o It [%) 

0、 lM 知渇~ 71,, りム ［く｀ H 'i ヘ 0

ò 97M 西予石峻 L i、 H i ~/DD ｢ 

0,17M 邸刃及 Ma-Hi ~ 11'0 

0、 I 'I M 西F 西崚 I<-Hi ~/0(J 

0,1 幻1 うてし詔と

l 
S m 

¥ o Lt'-H5 え 9

0,I 灯ィク E こ耐＆ N心H1 “ 0, (”日クエ L 醗 k -Hi (0 

゜ ゜
0ふ― 1,0 I. Sー 

クエ｀，拭り牛ウム遠;4: (M) 
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3 A 8 O 、ジ｀ウムのう各誅抽瓜

原研 后森畠人郎〇簿‘羽史枝

ロジウムの名謀抽武姜浚テ'-l l;t、さきに発表した煕ふ袈溶t采抽朕基礎デークエ，Jl._,!1l (JA 

E RI--f o“7, /0紅，／／ 06) に記載 3 かていない。昨年．小林義ぶ氏の本詞冷会で述べらいf:

方法によって詞整しに R企 /O S-が使用可熊となっ 1, ，，で、長J "示した示~につきテ’'- ? e l: 

＇）、エ迩テいータ集，，神‘遠とすることがで 3 に。こがらのテ｀9 - 9 t l乳 I'" 示す。一般的 1スロ

ジウム l;l:担広さがにくい。

I司一条件で得らい K a y以.l:..，，勺 k41且，，榜票半 1局差土 G t,  "‘くつかの 勺 kん位令貨成に

吋する平均 1直と L て＆？ kんに対して 7'0 ットすると）司ょt得、 勺 KoL ，，せ色対~信L が入 3 くな

るヒ、土 d /I) 1位が急、 9曾する：とがわかる。、、の団から、 I~ d.，，汲ll 尺位` /IJ精度ic Iぇゞ知る：

とがでさる。i fく．さらに、、，， r 1直と上言己JA ERI -/0 4 7, fo d え、 /106 "すべての信L に対 L て

有猿洛媒 濃度 命釈和 水本目

TBP /00 % H cR.、

“ so トルエン ,, 

4 as “ , 

‘’ /0 ,, ,, 

'' IO 0 H N 03 

‘’ to )-1しエン ‘‘ 

‘’ aｧ ', ', 

., 
/0 ,, , 

., 
AS '' 

Ô  ̂-~, g伍 /0 0 H 戊
`‘ 

TO  Po ぐ トルエン H ce 
,, ', ,, HN03 

DI PK 100 HLl 

P.-w,,I.M¥, J M -T /0 キ‘ンレン ', 

A,,,..ふ夕え丈e. LA-/ /0 '‘ “ 
9』

’’ ’‘ HN03 

TIO  A $ ., HlL 

’‘ ’‘ 
,, HN03 

‘’ 10 ’’ 1-12 sol/-

,. s ,, 
” 

” 0. I ‘’ ” 

表 1 使用した洛媒柏武禾
与えてよし‘と思う。当然の、、となが

ら，本刹足，，名＂人言癸差、j糸拭董殺佐

は、、(/) ¢に比べ、 1a 1,り‘1,,Jヽ：し‘

即． Kん 1位叫東準惰洟

ｱer 

0.8 

0.4 

0.2 

゜
2
 

3 4 
士 lo g Kd 
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図 I．ロジウム洛禄抽試羞約tテ＂ータ

100% TBP-HCL 50% TBP（トルエン） 25%TBP （トルエン） 10% TBP（トルエン） 100% TBP-HN03 50% TBP（トルエン）
-H-:L -HCL -HCL -HN03 

25%TBP（卜）しエン） 10%TBP（トルエン） 25% TBP(C CL4) イソフ°ロピルエーテル、 5%TOPO（キシレン） 5%TOPO（キシレン）
-HN03 -HN03 -HN03 —HCL -HCL -HN03 

DIPK-HCL 10%Primen JM-T 10%Amberlite LA-I 10%AmberliteLA-I 5%TIOA（キシレン） 5%TIOA （キシレソ

-HCL （キシレン）一 HCL （キシレン）一 HN03 -HCL -HN03 

10%TIOA（キシしン） 5%TIOA （キシし;..J 0.1%TIOA （キシレン）

10-2 卜 ~10-2

10-4 ~北10-4

-H2S04 -H2S04 -H2S04 

0.01 0.1 I 10 0 5 10 15 

N H2S04 N HCI, HN03 
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3 A 9 失沈未 K よる P心V), 松 lT) の介離

沃北火か吋 鈴木進 0 三辻かl-

1). Pa.crv:）の同走法 Iすこれ 1 で，吸収スベ 7 ~，レ昧 K よる以外 K は＇！がっ衣。打ち瑶唆

冬来ヤにお＾て恥V) t丑鉛 1 ベルが人で還元して，直ちに合宝も今尤尤度計で｀吸収スやク｝．

）しtとると、い、 ;;,,2ユウ，ぇヽ3 ，，，，尺，叩み／近 4令 K極入唆収t 1/っ吠収 7、へ‘？卜，バ示す

。 そ，，姓の娑大のヒ゜ーク 1す Z応J" K あり とゥ介す吹充 4舟、羊文は凡't. 1boo て‘｀ある。i先って

｀洟収スヘ°クト，遣 K よる 1司走法 k 11. 10古1U Jい、.t.，，アロト 1 9 ヶシウムを 1這とする

ば‘'1)‘りて‘‘すく を気を見令 K 逃新して，pQ4tの嗅収入へ｀ ？卜，レt迅速， k 'I'.'.ることけなかな

が困難て‘‘ある。本研究の n 的＂一つは 卜しーナ濃度で P:4＋を訟じ＋から灼草で述ふ知分離

諏別す 5 方法とL,,て、共況法を泊危i 3 ことて" h る．棧々ついいい］ t用＂て，pご，

訟じt，，和t t狡討し 1~ 純来，廿ぽ4, \)丘 K は P"'4+ n 籾 0/. 以I、以沈するが｀、 Po/十は全: <(共

叱せす， PQ 4＋と P。じ＋ ＂走や勺令紐'f)‘―可貸tと 1J'っ衣のて‘~｀こ：：： K そ＾一連ゥ鈷哀と共 K 、試

ヘ，，， Pa4t今共沌苓市力を令わ也で荻令す a.

2)  戻狡ね合保這ぇ忍中 K 力‘n て，北4+9 必3松立 そ机ド Pa4+ ^ 4牙、i令遥元布）として，？ヤ

ム'!.合も 9 ぅガ戌綬訊tァ：ソが 7＼り今月［骨支素 L 'f<,')ち 蛋鉛 14 ヽし1/以ぐ Pどg

えし，直ち K ．しい↑臼直素し K 虚蕩淡；応ヤレて、了kF今のぅむ設t生成さ也た。 z
こざ， ク℃ A ；用 n t魂叙は，蛋鉛アマ，しガ＂入ぐ透尤生戒す 5 0叶~ P,:4-1- l:りも幻 1ぉ還

え制ぐある d i‘りでなく 詞は9、年 1月か青色て‘9 ，叶見..r.＾達ぇ友応 v‘一起っ k こてt危易 K

誌知土才、： tのである。孔下4 ，，戎殺生氏使口、也ち k ，況殺t令も洛成はガ、゜リエケレ Y試

桧予 K 杉 2 れ 、杞得べ‘ンゼ’ヽノて差孔口遮沼しつ....,.遠71,、今袖嘉しくよ＇），固柿口紅iと：今
柚し K の 9 ． 斗）墾シンケレ／シ 1 1/ JJウレ？て・み衣~" r 傾昂t計＇和）し K 。 しがし， Th下+,

叩 v` 共戊てせる必令 v～は， 叫 u y，茶々す文射能があ 5 k n 丁 MC, 4 ヽ0 うャ v 1(- ,v吠高分

げ忍でとられ k Pa、 233 の r 緑 7、ベクト← y、より 失呪キt〗土し 1く。又，臼汎殺しな

ぃとうにすi 1',め、今て a I M 社戻の利酸I↓生下て沈直了生放 2 礼， 1< ．ー勾，松5t注沈蜻、

坪ば 上記， Po4十＾和直介：心99達、元卸合t九→ぃ K 4凍夕1放 K より行っ K 。

ろ） はじめ K 撞々の；＂灼称1 t用 n t知尤奉t疾討し K 終珀t` ｢ L迅／ ＆Fぅ rJi訊
f'aFtと七？o 応）、ェ知尤すう。 Th下4 / UF4 K n P(I\4-\ は?t ｢ー w、.t井、；尤対 5 '1i‘．砧り令＜羨、

叱しな b‘ っ K 。又シュゥ疏i、リウ A K ば Fぷ1-t I令しll3 l00 7' 玖凡するが 知t t Co ゜／。狂凡

永叱し K 。 シシウ酪笈ランタ1/. v :i-ゥ鼓セヽ）ウム K 囚 PQ丸f迂↑とも知氾内る。 そ勺也．

Th ,iりシ咽隻准、yク、生 I）レ針笈塩， ヌr のリ‘／酸福 K 11. 1'ざ， Fhrt Y し失況レ衣。 そ可修来、

几 F4, V 丘へ，，失沈V，よってのサ，p。4＋と PQ 5tの免青的分紬が可能であることが判っ K 。

双 k ， し例とレt Tl,下4 そ用、、て、 PQ4-ヤの来況条件tオを々桟討レ k ． そク＄ち集，下｀りt : 

1雀々婁化さ巳 K ところ F—Q/ T~4+ k クす匂 5 比 V｀． ほぼ邸てヽ・ク走り知尤牟tと衣。 tい）、 r、
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の r1` t'は芋、況はふ克合であっ K 。又．知詞砕t‘みる北勺を狂々度化さ也 K とこう．的

I 0-ml ~)、.t. `1 て叫ー走の知叶こt L K 。 ーな 冴叶遠りl として介？）つ人のtをし訊
とり卦げ、痰｀らして n ＜と汀、汀 K 砧へ＂達元 a し難くな＇）． 7 ロムtがャしな V‘ ？たャ易令

• Po..り決況ね l忍と人とーサウ瓜な '/)’7 k 。‘レ瓜ほ抜透ぇ 4みC) 7 ゜口｝ 7 7 ヶ z ウ人ずい1)‘-1謬
M"' 柚節 r＿碍-<. 1 ")'Kの Z汲、弓と怜麻、る. 1知代叫了突，，み紅年p‘‘;J l 字 K 、‘'2 、、 K n 乙方
ぇム礼る．入）｀江っ錫長、訊／叩和疇 v、よる＼レーか；農及にわ｀りるや(),4t，，国訊這
立 2 礼衣。

入．一芭失況し 1< P討｛差気に祇れtせると．兄っ衿孔及ぱ昨ll b‘ 砂た1月 K i麦太して久

~. ::.れ打宦えャの紋未 v、よっz.. fv-s-+ l',叢 1,t芝れ k ?a,、東樟 k 灰· 5 1 n とみんシれ＄．

こハ紗 1 ＼｀らす b,:. JI:、屯し K P` け n そ＾ 1、'.,,,-「hF+ 。素旬乃ド喰 I6 し< n ；ミ℃ ℃芍 5
・ 乙。｝、につ n て．今ー氏、雅 1` n て打 8,t年がみ 9 ，孔下f }む設へ介 Pふ4tのポ対 K っ n て

B 1̀ 1灼1 ↑て｀、あ 5 。
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3 A 10 砂7"デン該哨年よる P以幻如殿の、か紐，

没研 渡辺贅尋

毛/) 7" テ｀｀ン酸 74 Iしトニウムのに序的．朽理的誇性宵 l こ肘計i a f反告 I~ 北t.駿的少なI... 7見式‘

法（こよ，，生灰｀そi午も詳しl.. I よ知られ之いな：＇・ そこ~·: 王＇） 7‘・デン酸 7c lしトニウム，）言菅性

可と検すすす b 手キ7J...,としz.. l ず、 ぅ星式‘；；去 l こよ，，生成｀条件＆言周べ｀ T"。
7• ルトニウム\;f既曳口邊·の P“°Z g砕酸 l: 溶紐し P怠 1 オン交f食樟訊『こ‘·藉製し r：ものと主とし

之虹疇液とし之 1史用しド。 同位 1紅訊‘みよ心汀訊昧的汽度 I• 喩羞今祈ふよ IA" o<ゃ皐スヘ°

7 トロ X 卜 l) 之｀、瑾り モリ 7" テ＇’ン酸フ，，（しトニウムの 9妃殿生成’n f登0 7•, 1...ト＝ウムの定量 I 古

以汲：＂罪強良0),酎l 史 I" ふっド． 五// 7" テ＂ン 1 ず T D P D （こよ') 7゜'\...トニウ A い子由公か槌し「こ

後， 分祈と上ター 1：：洛頼レ定せレド． 度聴 Iコー試料当リつ0 ／レトニウム数呵評程頂 Z‘行っ「：：0

fu. (IV) 心亡 l} 7’｀テ＂ン雌 T 卜 l）ウ a と加え＆ことドより 0,3~0、IN 占羞雌率夜から肴ぃ1fェ色；

r:. t社＆色の沈汲を屯が'i． よ［暑 2 ~ 3 こ＂毒，肯緑色ないレ運ぃキ＆色の沈澱と宅奇＇．,l. 更

1 ：：ふI,，p西•`I 認国紅緑色が｀；俄より， 主じ｀ f渇仁戎；と FH ｢ ~ 7 以 L l こ杖量ぷると、 f全 2 1 ：水岐
1 巳 7" ルトニウム 1 ミ変(~かる。 ー、いらのう忙駿についこフ0,,__ トニウムの妥春蘇度/'J.才＜鹸（t'.. 7勺レト

＝ウム .:..1叩訊已•ある．還元剤：含凡ヽf互～ 3 の詐総摩夜から音中易色 9 ぅ庄救ぶ認めらt吋：

が‘, fo.CivJ i r= 1 ま P1A (lll) の L‘ ず｀れ［こよるもうp、現在ぇ rゞ護かiJl)る！ミし＇「こ~ z \、なし、． 芦

2. ~3 Cl ぅむ殿主咸‘には主とし之酢競雌粋奈浚＆用い「こp、•9, pH4-~ 5 .l.、.1..I'...て＂ば水酸化 70 ルト

:::. 17 ムかた汲と生i"~. p心～紅の泉疏水裏ナト l} ウム／ 成4`8～ぷの 7 エン唆ナト I) ウ LI

？叫～？屈戸悠シ廂逢にも 1) 7'、テ｀｀ン蘇ナト I) ウムと社］と乙↓， フ° 1しトニウム a 如殷I 訂毒ら

ればし‘•

伶 UV) ,:;i P麻勺公坪酢饂恙夜からモリ 7" テ｀‘ン顔ナト I) \7 4 I~ よ訪む殷生成 z.. l a:.モ 1) 7" 子＇‘

ンと 70 /[...トニウムの毛 9レじtpヽ" |以 L t二なるよ） Tがt 1/ 7`' テ＂ン鯵哨迄荘和tlむ 7’lレトニウム 1 ま

よt...況汲ずら。生し" T：：ぅ花汲か落綽房！：：文 3 r＜差 I ずない応 EI/ 7" デ＇＞玲吐辱IJ[J董3 清加と

央 IO 1 笙 A ヽ 1 こ尺 3 くな 3 i頃向ヵゞみらi l 8 。 7クルトニウム l ミタすiる毛 1/ 7" 7’’ ンの毛 lしじ七か" 1 ム人

下入堺110 舟ども， 70 ルトニウムが＇よt...,l;t_奢支す 3 のほ こ a 条 1 手 z••I I, 70 ，し卜＝ら与の加 4<

か紆p、•生じ｀ Z, 水雌 1 巳砂炉英沈ぷ b と堆知れ.?,.

約紅 N Cl 堪疏ぅ容ぅ庭からうシに殺主威ど 1 ずモ，I 7" テ＂シ和知添卸 I a より肴ヽヽゃェ色 0 1Jヽ！ふt,J,`

沈殺旦i"る 9 ヽ", I詞の経函ヒ知ミシ厖殿IJ:浙次ネ駐色 l' 俊り， 1可吐 I~ 知 T• 「ぶ 7' ルトニウム）

如駁と屯汀＂知 r:. rゞし， 毛 l/ 7" テ‘`ン該叶い渥糾 I こ nn え Tこ碁令ド 13 この食（巳 1 J:認めらいな‘し‘

. 紅Tのや『毘国） 7" テ｀＇ン 0 7りレト＝ウム 1 こ汀：iら王 I レにt.. l::.しC:, 魂、 Fr.色 0 沈汲z.‘‘伶｛

，褐色 z· 2、5~2J~/CJf且と 1条 r：：。従っ之， t I/ 7" テ‘＇ン眩嘔り添9/).1: l り， 3 が'.4~ 1 /l)に合
玲と宅成レ／ついで噺次公 I 0\に合や（唸ら L 知珀偽）2...研z0) に変らも0,と推定これる
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3 A 11 Am l:'.. C '71'1.,d)［オン交換分綽佳

京人・エ研 0面 月月奴，歳）煎一郎

ランタニドの 4 オン交移拗滋恥悉滴所］として履坑心鵡左もっメーオ十シーメーメテ IV
ー疇むアクデニドの分麟遁用し這知恥畔知輝疇広もつか戊討し応
嗣；吟加（枷ゆ） 30 0 が1 いか吏唐に封入レ， K Tl 尺りね（伍 "'2. X 

/013) て｀／2. ${.が感射以和、 生広‘した竺伽（／¢が）加壌変レて咤れと「パ）の幻苛ぢ
石灸哨屯屑沢。
“分鐵： （I）誹料む菊麟嘉ヵ、し f)。wex 9ox gイオン交挽樹脂柱（ 200 →DO
メッ 7 ュ I 3 切れ尻x ク5c刃 lて成：着-~せ， 0、 I 初ヅ堀蔑約／勿jひ麦ぃ残イオン F,
P. 左朕乞する． （之） え伶篠酸／勿1で‘尭プ。 このチ k 95Zr-99Nムの煎射能ぷ乾·め
尺． （3）農釦羞厘し、アクテニ戸核鐸痕釦蔚｀物のラン公以綺薙する。鵡紐
の r 、練パク}-- Iば見て 攻IA 況立含むフラクラコン左集ぁ，惹祭危固レ，柿菌慶碗か
す。 (~) アクテニドあ再度上言已缶棟：のイオン変牧樹唐祖勺汲着、ヤせ，0.2 が成／Jのよ
ーオ十ラーメーメテ 1レ酪酸アン毛ニウム蕗衆(fH紅 0) 也lfJぃノ＾→ C 況の伽雑立
竹7 た。

条疇羞(~ 3 f K 』)い）ば釦応燻苫 Na エ叡紐（＜«碍、x3
加凡炉翌）／夕 0 0 テャンネ｝レ厨坑瑶幻fflぃ表淀した。それぞれのr--焉紐紐ヽ

v 卑 I
b 

10 
痢尼核種 半叔期 刷定J練J^‘吠
ュタl ク1.5 k-e.v (0 、 39f／~)

A況 勿oy L Xr<l/S (0, J 7J/'o<) 

.2.タ 2 処．／ K4V （ふf)(／び裟）
c?71., /i3,5d L X凩／s (tl ,263/~) 

x 翫相対弼度の釦lむm 、 I A -mお麟•¢況
疇対濃度左求｀め，弟雌曲線む叡た（少ー函）。
A7Tl./ C初む凶·れIてつりて次の］践試よ'),

だ— =KIV ナ V

K乍立旦 u

" w.＼イオン交梗樹叡納視纏細踵曼(-,,1J、.2.3紗
『！ ,, ,, の目由各種 (~0.l fヽ→）
Q :,, ,, の交郷量

尽攀蟻哄0- 7 f o·疇嘩雌(?'IlJ)
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このク易合の分析村、、教似甘加； 2｢, C況 I紅 となリ／分微供嵌／,.ti含えた。
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3 A 12 Ru のクロ 0 錯イ本

阪大工 0 大告昨，大告債美子／晶JI I 胚明

Ru (III) および Ru (1V) のク o o 錯体 1：代］しては，分光光度滋イオン文梗法など/:.J:

る妍虎が＇ある。本荷究:7.,"/が容存イオンfをの分祈ほしして電気注秒法t用い，塩緊イオ‘/i虞
度のを化 lこ什う各イオンiをのt魯i成を加べることによグそれらの化学形t箪足し，段棺砂な
錯1本の庄成定数を算定する方法を研究した． 3 ら 9：：：よリ確実な化弟形を知るために，オ往
子庶射 L た Ru の 7 日 0 錯体の和t届綾浮液からイオン程の分離を行いそのt/' Iご合まみる Ru.と
c しの比t利定した。

訊科洛汲パ雌：事販の三蝠化／しテ::.ウム I こ 10‘ku t卜しーサーと l て加えた過編柔鹸洛

液 0 ，円，j留 1：：：よリ溜出する Ru. o,,. を 6 M. HC l 序（こ寿いて知（W) I；；昆元した． Ru (rv)から
Ru (JII)への退元は Feサによって行った。これらの洛液を希釈 l て o.o I~0. I H. 猛酸落液と
したd)ち， ｛の一卸t稽/l ti) t盈素イオンi農度が盈醍過t嘉素蔽i昆令絡炭仲 /z 加えて 2 過rtJ
J,,/...t放置し，平栴f lゴt,1逹せ l めたのち槃験を行った。
支持電絆盾苓夜：試料堵夜し同一組成の 4 のが＇望ましいが， 7k 嚢イオンi農度が祐ぃ祐令

には党胤をよくとおすためジ｀ェール税の発庄が＇幕るしく，技術的に 111権t"あった。従って

水素イオ・／i農度を低< {!-っため／：： Na cl o'fi和夜を用いた． 2 のt易令， r~ 10 分以内の沐勅
tf /::,起るイオンfを向の相互度化は比·められなかった。

党麟動tiil1 足： ｛慕ィ本/:東汗ir紙 No. 5'0 を用い， そのオ央 lこ試料洛·i夜 ({O叫）を塗付 L
, た店 I；支椅電絆項惰液を浸透すせて昧動棺 [2 架，1, 訓慮圧'f 00 す／22 血～Jtn)ov/22.巫て｀
r-1 紅，冷却した四福化炭麦オで通庵：t行った。通滝：後ザ紙t乾K§、してオートラジオ
グラブtと、）） その黒化位置に合せて訊紙t切斯し， Na I (Tt}加 l以且ジンチレージ¢/ -

カウンダー1....1.、ku の杖討 nt t叫した．各イオン種の栢対屯を全イオ｀／棧に対する百ク享
(Ar•/4)1-柔した。 ％ほ） 図 1

町訛訊： Ru.の 10 tJ付いi昆合物 "£KUR,1
（中it f束 2 X IOにれ／fee ／心）-c·· I R手附屈討し， 0.2H

堆穀路液としたのち電気泳動t行ってイオン桂50

を分離し多を滅高分枡器 l：よ，） r"" ペクト[Jメ
ト／］ーを行って Ru /CL を求・めt. Ru と CL の標箪

試粁とし 1 ，全属知杓末，即bu2,4"tl1)滋合
物t i封科と同一の紆、ifて＂枡，iすした。

姉果．・図 1 はイオンf岳凡が 0, !iの瘍合 o 程 IZ

d)虐素イオソ濃厄におサる知（皿）の隊存イオン゜。
棧の紐成tすへしれもの 1＂ある。 こ＞て"A I N, C, 

Ru(III), ｵ=0.5 

z
 

0.1 0.2 O.J o.4 
4
 

c
 

1

2

3

5

 

C

A

c

c

l

ei 

—• (c1 —](M/1) 

85 



ばそれもれァニォ屑，叱牲荏，カチオン程t示し， C の羞号 l広中 Iじからの IIl夏序t柔す。
図 1,こいいょうに，拭科烙液d)f届稟イオン濃度が魯畑に伴~ってカナオン種がうヤヽは程
あるいはアニオ孔も＾の移行が＇誌められ， Ru( 『) d)場合にも同柑な傾向が認めぅれた。

こd)こヒから幕液化の Ruイオ叶鱈 Iこは次のような平術印係が成立している力のと芳えら
れる。―●ー・;:= A, ~ A, ;= N ~ c., ~ C 2 ;=—·ー一 図 2

一艘 Iこ合昔｛本の庄成反応· t (l) 式‘て＂表（ょせば，
M Xii + n X- ;= M xf~な（／）
｛の平衝定数 K Ii, K = [ MX「-t~" J/[M xtt]・〔 X―「 (2)
これt変形すれ lょ.., (3) 式｀ tうる。

与 [ MXご1/( MXげ ] = n・ら [Xー］ + 与 K (3) 

(3) 式は， ら／ (3, C, / Cz 、 N/cI t;j t"をそれぞれ塩専、イオ｀／
濃度に対して両吋敦目盛 l こ 7° 0 ．．ノトすれば， ｛の勾釈已

が｀倉イオ｀／禾重の庄成 1峨l ふする塩素イオプの数に相当
する:::,じt示しtいる。 この 7° 0.,Iトの一例を図 2 ／こ

' 示す。 この図から． いず｀れの場合も礼キ〇あるいば

礼:=; l t'’あることが利った。作足って涛搭するイオンォ皇

相互の変化には，塩素イオ｀／が慄l ふしばいが， もしく

A /A rｷ r 

は関よして 4| ia ずつ，つまリ段階危な反応て＂あるこ
じを示している。

放討化分析の姉泉からfiられだ Ru （皿）の叱l·t程を

Ru.Cl3, Ru (1V) のそれを知 (o H)2 C l2 とすれ応

n の値を用いて次のような＇化享形を定める：：とがて｀＇

をる． A N C, Cz Ci C.q. 

Ru(JJf.): R1.1 Cl; さ R.... Cl: ~ Ru.cL:~.R 1.1CL:t RuCL庄i Ru.Ct+ 
A N C, C2 

知(TV): Ru(OH),CL；之知(OH)2 （［詮 Ru (OH)2Cl十ざ Ru(0 /-1):+
最後に，殺盾的ね錯｛本の生成足数fe Iま次の内保式

を用いて求めることが＇て｀｀ざた。
か

MX.,,.ーI. + X ~ M><n 

c /c 1'-2 

c/c4 

1.0 

c /c 
0/  2 3 

°゜

l 。

A/N 

N/C1 

0.1 0,5 1.0 

L [x]= [ M ん］ /[ MX 11-, J—• [c1 —] (M/1) 

こd)ことは， N/c,, A/N などをt盈嚢イオンi息度 Ru(III), ¥=0-'5 

に対して 7 9 iJヽ＿I |すれは．．、 そI/)勾郎が殺惰的な仕成定数わを表化す;/, 0)でおる：：：とを示す。

この一糾として， Ru (JI[),µ=砂q場合を図 3 ／こ示した。
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図 3
欧n/MXn-1

Ru(III) 

c 2 /c 3 4.o 卜「 ｵ=0.5 

k=7-5 

゜
゜ ゜

3.0 ~ 

N/C 1 ゜ k='.J.'.J 
2.o I-

1.0 

゜

A/N 

k=0,6 

゜ 0.1 0.2 0.'.J 0.4 0.5 

一[Cl一〕（ M/1)

凩上のような方法で求められた Ru のク n [1錯イ本の庄成定数t次／こ示す．

た [f- =0.5]

Ru (]I) 
c3 さ Cz 7. 5 C2.ご CI 8. I 

c, ~ N 3. 3 c, ~ N /. g 

N ~ A, 0. 6 N z A 0, 5 
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3 A 13 チ 1 オ、今ウ h の I ヽロケ＂ン錯イ本

桑文理 譲衣太一郎 0 ;J、ル，睫夫 裏竹嘉彦

目的

千'7 ]｀ケウム(; -1ゆょ I) ヤ 7僑手てヽ麻子知tとり 1年右二とげ明うが 1= さわて 11 るが，

｛疇灼邑しての仕忍的惇項が比較的許紺 I＝険柑さ~¥ -1,.ヽ＼，，，0) 1 ま／了〇；あるい（ぶ花 02などで

あな。 花 0和も出 0；；ょ I) も塩—淀,=紅托レ渇るが， 'ReO；；ほ\'." I 本平定て｀＇なく，緩作羞液中で 1 ま

/\ ＼つヤ｀’，`/ /l)抒托 I ごょ 1/ 伶/~ 1: 還云i乳，儀布子（面 1着行す各。

ー炉心 3 （多の子 7 ネ午ウt,,,, I ぷ， 応い目的としv..サ手牲な試｀果との反応やけ勿牛釘ヽ壽厨べ’う

れ 4 、＼ちか＇，一紅 I= よく蔽扱わ中る准液系てあ7, /ヽ 1つ午＇ンイオンt倉か；｀為液乎でq及危ゃ

噸悼 I な=i. 1% tく知ら礼て II （り。 千 7 ネ十うムq ｛認い透勧t叫らがにするJ::_に私 91 7.. I 

ぬ知しそ的な立ャ易よ ’I 茎i筍応すも行ばう，必孝 °‘h ると考え， 子クク｀今うムq 7 口疇着済t

k'I あ l↑尻前 1日Q釈紅碍討論令 1シ丘，，て／ り口疇堵（令の 9及収スペ 7 1-- I レぉょいう苓相す

な伶我脳り＇q嚢気泳勧 I こよ 3 Iii'離 T;: らぴ＇v.: l祠杞（ょビ I" つ，｀ 1 一評邑べ''v.:。 今 la ，なさら I= 足
舟的知見t 1島ぃびめ匹， 危撞滉度の品酸冴液守 1：お 1' て遂求佳奴‘する 7 1つp峰午＇ C イすン

支 1應；玄 Iつよっ：今訊 L' 危f\日0) 9及収スペクト 1しを刻史可るととも 1勺銹·｛奇乎 o Tダrc.e比t決定

すち：：t, I こふ')紅住して 1＼る度 o ゑ矢も求めて合誓併’の分窟弩忍し行な？ゎ。 ;!. f, Tc 以，:- I .r水済液

＼名 1'’

芹叩―+ XH2。呈［Te,⑫（6-x) （出0)ぇ］牛—x -t X (— 

lli iう 1 ：：祝化学及元 Iこドってアクオiい、進行百なミとた見広し r= a 1....) 2 れにつ 91 ても言

氏すな。

虔験および忍匂屎

k喜山苓知漏雙：峨私q-例t沿 Ir• る。冗しレ-z / o o が手た令む NHが「c. O'I- 9 成滞·夜 10

叫立\i.') I 当予以上のl< c.eた加え湯冷J::_ 1.蓄発籠 l翫つ。 つ ,1 '1.'、約 /0 磁q魂追貧：よって

小筍了キっラスコ 1- 践ぃ：：什，墨沈辱澤t--, 1↑てぅ易希ヒで加毯可みとわfぐちにャ羞翌 a 発

依 1、見勺叫 Tc 0午ーの墨元°‘·起る。均叩鱈 l) フラック入t汀なっf-c /J)ち賛が 1喜1年「灼ま

て・薦発ずう。 こ印にぅ農弔紋［加え）司社、1紀戸乙～ 3 度＜＇）か之したのちぅ費嘩醸 I~ ~汀和咋

洛．中に紋社＼旬＼距行する。 以し.\::..0/壕i下 1＝よって渇ら中に冷液 "'b及収、スペ 7)- lレ 1 よ， K Br みら

、\ ¥i K I I ::J l て墨え芍 3 ケ法いようもqと一致レ， Te ば b2- a 活六令ヽ免診レ仁フと·pヽ,.g月ら

1‘ であ孜。

危脅，7 Iつ 1疇紅1 0)年六• J+.,ぶか汲収スペ 7 I-）レ；と託令液も咋玖し 0, oz幻V~ /2 I{ャ盈殴綾

／花渇淡t沿 2 弁＇でっ諒1襲レ，一つのシ＇）ース＼噴鸞守 I: ｛的存 v, 他 0 シ 1）ース＇心ぷC Iこ｛呆
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っ仁 I彫影魯卜で 10」払 KヽT 升午＇を用 n 1..光な且易打レ巳啜収スペ 7 卜 lレの絡吟·萎化¢和そ

やめに向ウリーズの訊｀斜 1-:: ついて直峙測定し巳

者文守に 1印稔レレ試‘秤 o 咳り又スペ 7 卜 1レ 1 よ） ぅ希ぅ知晶碩涜度拉何にかかわうす麦｛ヒしな
いでで叩 n P応1叉スペ勺}- Iレな示すが， 光し販店レわ一也の試｀料,.啜収スペ 7 卜）レ I J溢政

浪度V, :;k,-じた謬唸麦 Iヒt示す。 らレて） ::: O ＇羨険条愕で 1 ま窃 2 直店l ~/JJ? 1-c平衡杖‘熊に多l j
孝
山しち

国 1 に平衛祁也せ→れた試｀料ヽ代表的な吸吹スペ 1 卜 l レなす可． I司よ,,硝うかなさ＇とく）

3 N 以J::..のヤ虹這紀中で I 't 3 I 2.心f'-, .J'.bょか＇ 3h z ＾だ＇て当喉収仮が＇石見われ気

：：小り汲長 I --11J I↑い啜党危 I心(TV) 0 ぅ愧度に比叫し）屯綾濯度しv- -ti\'って紅位し--z_ ll ~ば

の板ピ l 渇渭［も愛 IT はいのて＂／ チ 7 ネ午ヽうムの注舟 1~ （ま妍用斥ナ戌こ投併する。

条利IJロロ諺｛いパいp ↓心虹豆［足：条収スペ 7 卜 I レが:\.> l未ャ絡蒔蛮化t示さ To:くな
っ 1 濯’キ手 1 てつい 1, 7易 1 ずン虹危移昨ワ妙心必⇔り~なりびに酋‘4 イ、／知隻謝昨 P砂心x 2x s 

し惰 l0 してぶ龍も行fi，に，緯{f外ぅ房云北‘況 11, ぅ勇ぇ液q颯吸スヘ°り卜）レt測定可るニヒ

I文よってレ匂べ乞鉗ぼ＇の維且戒’1 tつさ'’のようにして行っわ。屁（午＇の荷電紋114印い祠する

灸襖平衡ぶリオぐ切に。下 o 滉度，if., 当吸収差 o y及泥度しぅ則え舌 3 かみ｝し'I ま， 邊函患峻 k

来に一度届瘤レ丁し0戸頑化レ Tこ a 5 ジ 7ェ一 I レ 17 I レ lゞジド滋で決虎レ巳下に爾乙｛血レている
ぽ 1 i, t為広凌ドl( 0叶も印乞て 7,レカリ惇ししレのち 11り繕レ 1 透褥佳レゎぽも⑫幻如のナ改

によってぅ尚危しに． 麦i I こ危棧辟伶'a 1恥＇と）輝各沖t示す。

か改及えq浚長ィ初戸：滸知灯 It~次 I て 7 7 オ化しい銘佐＇の祠吼“日的に 1這今てみ
7a 11ヽ．，J咋？檎麟 A 光t m1 でそは、、レ柔た光化落及え I- 肉して兌｛約 1{知見も得るシとも

できf［い． んれ中灯 目了紅ですの Xe ぅン 7° t虎森'<.レ' ガ泥レわ殆戌桑 0 祝t痰相レ,

忍子収角し洵j史中てみる。

表 1 Tc.戌（6-z)（出 0)ェ(/) t豆、昧芸液V,'J,, Iナる

か折 IL イオン灸オ危街昨かうの冴諺条i寸

均昨 P砂 2 バ，$-o ~/00 ~-,中 0, be-, X I,伍，滋邑公）元／如

訊‘払手のt盈複浅度 冴離液 誤められに儲併‘花ば（ヽーズ）（出0)"-'i- -X

12 N 〇` 1 ~ S  N H 位 0牛 花 “62-

『 N i ー. I N Ha o牛 2.5九

i N { I N H 伎 o,,. /30 初』 頂は 5 （出 0 ）―

$" N,,  2 3 o~ 下、ば 6 ユー

89 



6 N ¢
仕
0

0

 

位
“

H
 

H
 

N

N

N

 

I
N
N

ー

N
N
I
N

0

1

5

0

1

r

0

1

 

，
ィ
』

1
`
|

—
、
'
—

I
)

” 
“ 

3 N 

z
 

”' 

Ha•O4• 

11 

25 で£

l2 5 仇

/30,,J_ 

30 心よ

2 クo 化

30 仇

4r4 

”-4 

たば5 CHz0) — 

丁と“↓
2-

Tc 仏（出0)3-t- } 

Te.ばs- CH20) ―

花[R. 3 (/-1,_0)3+, 

丁c.,ば5 （出0 ）―

丁以ム（出0)2

下．ばし(Hz..0)z

1、0

0、8

(

04 

憾
求
ぎ ー
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波長（111)"-)
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田 1 伶痕度り埠殺浩液守 n v及収スペり卜）レ

1. 0.02,N~1刈遥緩滋夜（咋望中に｛瑕倭）

刈租綾競冴奴光只、§りす）2, 

.. 3

4

 

3N 

IN 

9/ ,,, 

” ク

90 



3 A 14 

猜瓜火旅炉直

サ釘課房ぅ夜叱 I: お、f 3 叩m-5b⑦牙、の文壌ん応（り2)

0 吋存、嘉も，片 1炉柑屯p，渡辺乎

l) 目的

知紐琉度の考液中で｀の 5b 直）知）系の直豆 l::. ついてすt’'(::. 1新口化が7 o/令 c’`
報告したが｀Jさう(::.詳細 I＝検討した． そq紅果，仄応正及 Iて Sb げ）ウイピタ形 Iずかyて'’店＜
紅） n 位や形にも乎｝専｛れ 3 ことが＇わかy，珂 1::. また 1~ tぃ，＂広て＂ゥ知戎反応の中痢
体 1 よy A咋 1こ推定し貧た，

2) 以

交和迅度 liつざ‘0/ようにして求あた。 Sb (llJ:)の湛醗泰疫に＊ Sb(V) の塩忍各痰（／霞（~)
て、ラベ‘IV) i紐，援埜（ ID 秒）す 3 と同睛 1:. 及応 (sん）=Sb げ）＝＜i x/o-l'-H, 2r::t: 0、2窒光しヤ紛
左）f1対させ， 勺 {.I-F)(F ：交戎亨）と出至遥印即t)との）月 1いよぁ，つヽヽて存ム

ぼ）よ k び＇£応盈度 (R） ；立 l た。国（"Ilf)と *si（力と 5 錆紅す~,:、イyヂロと゜
エーテル拍出ぅ去によy介誰 L てかう各フラクシ 3 :;I Z ね名用シンチレーシヨンカウンター
I=-tリ計数して知後率；求めた。

他方アン4- -Eン/1)化'f形t楡計す 3 ため／ g ic 分£ 1 危計. t用いて＃皇ん条i乎こ変えて
Sb ば）古，よが‘Sb げ）につ＼ヽての吸収曲線t求めた。

/45̀ 

均

炉
汀

a

/ 
ぐ
ミ
よ
＼
合
森
＼
＼
、
＼

X

文

2r 

(A): ~Sl,(v') (loM HU) 
袴釈直後（心劣）

Cク） ：勺(T){IOHI(Cl)
徒釈復／o g衣艮

⑰＇）：心（の (/~H /ICし）
ー壬力放亙

匂：‘”腋＋Lばl
{*Sbl"'J杵釈屋使）

(PJ :、OM郎tム‘[l
(~sJ, (Y.)秤釈該）

／ク、

/‘‘ 

／：口(:こ五
/ 9  2,0 3,0 メ 0

HCL 渫度(l'1)

3) 紅戻

*Sb 位），，試軒してノ

その/tJ M //CL 落液(”“ダ）

い水て｀｀ / ～ク Hがl l=- うプ

¥て肘"たが｀， a) ：＃釈且

後つ 1 の (*SI, C{、ー）古、よ

な‘(B）：希釈往／0闇放星 L た

もの（加 9k 分 99 f術） K 2 
稽きか用 II て交援遅足 h 森め

た。

せの打戻／ゴf';j・ I I= 界す
（に）：ぷ戚＋邁 迫りで‘,(A) の 9和合につヽ）
心即紐紅） " /1 訊 HCL ず反応返度，1

抄火 2" 石った。 CB) "'蟻令

て‘'/X. 及応速度/;Iすべ｀て伝

限小て•あった。その他，

f1,;, I.. (C) 、{/))、 (E) l: 
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えすように，塩化Jケウムあるいは水藷化リケ）ムt糸加共存ざせて，溢ナイオ呟農度ぁ

3 ぃ l1 9卜｝、 4 オン壌度直菱ぇ E とぎ影響1. L うべ｀た紆果， ::.j.. 5 イオン＂濃度）迂応退度
I二？すレ可戒り，，f5 翔tボ｀よ 1主‘すこヒがわかった．

以J:: f)、拮果直叶釣 L た紅果／ r 偏ァンナモンとしで図(j_、-て用 I9 て；；応、 3 せたと

き， /~3叩L 詭性五丈援瓦応扱揖 IX フざ‘のよう 1ぢ牙えられた。

tJ.) IM HU : ･sbu; + Sh(oH四→〔的(iふ＜悶乃(OH)Ck ]2-->Sb C(6ーナ品(oH)i L ―

b) .l MHC.し：梵b屯―+ sし(oH).2瓜→〔c.~ (oH)Sb <:~>S!,{oH)C t3]二>shCl、-+加。H)ぷ

C) J H HCL : *sbGI.[+ Sb(OH)Cl; →（ c心くジ己〕z―—~si cい悶(OH)a;
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3 A 15 コバ＇ルト(JI)ピ坑t1)匂 •DTA 鍔年り朋の）輝丼丸姥反応 IZ ついて

隼息入棺 〇池 ID 長生，太\f}良今

麟釦属イオンピい豆TA脩併ヽヒの的羞外丸疾反応について 1-;J:,、ずで＇にいくつ
り＼遠虹あるが］鐸ィ万ンt厄柘ns---1度ジアミ／しク 12 ＼キすンI功面和簾（（沙TA)
伯がヅか）社辺紐疇につ II て心． 2 f：荻釦ヽなり 0 "ジU匂、うに飼韓など—
の 2応麟ィオンピ，累牲m麟のり D丁A傍炉召、について、令厖ィオン：こ屁
を L らべ＇，邑度蒻沿勾僚·と行ヮたが｀，斥研見で 1よ· ¢oC。を卜しーすーと（て l肛， 2 像
＾コ Iヽりしトイオン'(,兄の匂J)丁A 麻伶tにお 11 叩麟中で,,. J司1遊紐麟；

ば2tナ Co(I1)CりJ)丁A 字土t。2.t十ば（I/) L戸TA (/) 

に 7 \9L;f尤(''Iしの反応核オ鼻t所•明戸ことを月％ヒす 3 っ
彗 コパ'IV トイオン品直遠4しつパ｀ 11/)ーを昴厳 1 ォンi似 0, I OM• 餅殴—酢桑ナいウ
填術溶i足に（揺 L 叶雌i...ムレ千ンドをオ§，子、浮、t l て， C炉DTA椋峠溢炎遺足した。
知'l.. CJPTA i房i支 1ょ輝知麟直 1 : ~ 0)乏｝V 比で藷免化ナ）ーリウムを加え， l酢政イオ
履凍ー 0,1O M の櫛旅—酢殿ナ｝りり外騎i約及，--洛硲 \.E13T を店，テ亜とtて，紐
戸i以羨濯知t,‘．伽（l／叩T惰疇淡口幻底しフハ＇，り恥， C1PTA ふたゥ" t,戻釦麟麟吋昆合し 1船〖した＿
磁化つ）ゞ）け謬（‘゜らでラベ｀ Iし L 1 記）t C。 (II) 匂PT雌峨う6 のお今 l, 恥tJ')共

栓 7 、ぅ這 7 ラスつ I慕、J,')'麟滋’に入いげ虚良IC すふ mi憶没'(iて，オキシ
ンのア Iしつ ’lvi尽応卜涙町H 位を 5.r~6,5 I こす 3 ようなリン厳彦玖街品応噂匂合
偲釦，りJの仮衛ビーカーに夕乃£す＇っ雌す 3 、広しつバ，し}--i足庚t Co (JJ) Ctl>TA I沿
成 9ヽ9,"知且良進 -L 1切ち． I西液をし屁合＼，イの m_\ を昨i夕） 0 とず 3 しー足矛剃：：ヽ'C,.,_こ

の混、合iぶ及・、シ 5 以ずっt燎私｀I...，可介やかにあ分か・心 lり玄した上記ウ（を総‘応っ厄
L これ 1-~ J- ·1 つiヽ｀’Iし卜 1 万 '/9よれキシン羞ししてi定殿了 3. 1 キ：／ン羞搾汲：叫し

恥｛いぷ r-:. 11 iいパ鱈，（靡噌った 60＆心り）を加，v旦 V ンケレーレii}:.J
計扱緊翌 l i判足し L, 紅惰＇、わ IT 3 い守 F を求ぁ 3 。
叩）の 1月f瑾虚筵逗反尺 Iら Mcka｝の式 I二立 1 、つ 3"のふうに条ゎさlfL_ 3 。

k t =-2、 303 畏凸(1-F) (J.) 

こ乙 1:. t叶逗がり， a, ふ I :J. ｛れぞれコ）ゞ Iし l- 4 オン／ &(!/) CけDT汀紐"'i且 FIょ
釦計尤，：み，f以狭孝てみ 3. 吠‘(叩り，ら(f-F) をわゎしてアロッ｝ずれ ,1·, 翡｝れ

3 亙忍 l" 訳 nヽシ，支か以 R を求め 3 こt,iーでさ 3.
緒 1 、と舟泉 l.加 □ J o ふ）．和謬i文f /a炭支に加い、9 ぃ， 籾戸～ b,夕て， I蒻と
係如庚んな Iよ 1序止 l, 11ヽつりf· 0 ~ 11.5 グ ^ Iか藻卦？‘つハ｀ lし卜 A 方ー／ 9ヽ、オキ V ン広とし
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て介維で、~ 3 乙t 11< it、マれた．
邸1H1rDTA., i紅度を一足に｀＼，つJ \‘1し）』:;r:ノベ濃応ぃろいろ I·- 皮えたみ合 3 戻験

桔·,、と I~ 1,.,, ，テ｀した P Jた、この移仔、Jク文欣込反 R t手め，つ）ゞ 9し）・イオン濃友t ")閲
伶、 E L 〉'ゞ'3 <,知袂忍度 R Id-つ Iゞし卜 1 1`/i崖反，」、紐鳩 T み 3 之t 0ヽわか 3 。

っが/'!.フ·ハ'1しトイオ"."/"'i農及を一足」し\. Co(1/) 匂 DTA d) i農反 E 友丸 rヮ姥冷J-:. 7,, てつ
＂知，平、を r司 2 }e ,'f、す．丈捩逹皮応J. Cc (IJ) C戸TA d/ i忠辰に比伶jず 3 ことか岳、1 れ 3.

[c打：［ぐ。C~DTA]

o., 

J
,
}
 

o.f 

゜
60 {;1.0 

尤（叫>1,.)
190 

団 1 ．和りバ叫—イオン 1濃度這,1~
好（イ -F)" i '(01 麟、＊

(c＂匂P丁A] ='f,76x /0-3凡ハ＝ 0乳
げ＝生午2, iemt ＝辺、 3 土 0、 2 ℃, 

4.o 

5
 

a
 

J
ー
｝

［ば］：［Coc沙TAl

0.( 

゜
60 1以
t （叫11,.)

Ifo 

団 2、雅々ヵ CoC戸町A i農応亨）Tb
j哨 (1-F）ピ士との関係．

[C。~·) = 1/-. 78 X 10-3凡 r~o..2f,
枡＝生'l-0, te呻．＝却、g土 0ぷc.

なたャH を ll? いう/1,'灰い，這、孝t l ぅヽた'(::..ろ、 I® .3 I:. ，ま頑，東噂；れた．
こぅ綽見 5) た旅む反 R を求あ 3 t，代11 斤 3. f/.~ i沼つか臭底＾7. 水秀｀イオ万慮反 lー．叱
P') 了入なお ~H >'J Iこおいで 1 '1-, C6DTA r 締合‘しな＼，つバJし卜 I噂紋ピなり，消ーチB

に"J<; If)文戎誌 lサ飩i月 1\·1力 9ヽったり

')1、い謬げ松.i- ｷ1, R IJ.汀 3 ，lf ·~戸 l-- 炉 lI て l よ、文式にふ，ゑ、ゎ、プれ 3 c 

R = ~ (Ht][Cc(/1)C1j,DTA] (3). 

ここに必は比9艮応，｝4五砕，距ぶL I'-"J-s" l \仄、 義＝ィ． o 7 x ~oゾ／叫• mi凡て‘み 3。
l ̂  1)ヽ 7 t,こ,1) I司｛這虚立• Iづ5 " ?I1 ，も（/I叩T耀応紅厄応直揺t
1i 1 ，付炉箔維に l不， 7パ、イオン 1 疋）v 譴］．牛するも＾と知ぇラ A 3._ ~た一般I必ん
,,, C 1;r）） TA 蒻炉爺維 Iしお｀｀ 1 ，1-,鱈℃イミ I 是＂皇長と噂応麟刃f訊摺てみ
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伍 5．牛O
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I
-
`
 

o.1 
生 3 g

120 1go 
尤（吼in,)

図 3. 殺々のtH I:KIr 3 年1-F）とtとの関係．

露） ＝初't )(/0-3M ，（し叩TA]= 'l: 7'/-X 1応した°心免
[oM]<=(),•IOM, t8呼• =20ｷ8:t I)．がe.

3 :'lが MM炉｀し（四ら (2）にふって杖合さん？うにげ'f.7 1逗，酢夏刀ー／i農虔 Pi. o; I fll/ 

0 ?l<-iほi紀中？・/-1..コバ lレ）•イオン 1:1俳巌イオン（屯 I(/ をり揺した釈態．t嘉在す 3 之ヒか’'113
、午ぅ (3）にふっ 1秋恥れてい 3。ゴヽぅ，，知見を芳J象に入れて、こ "'I扉以ね£にお
ヽヽて 1 ぷ｀つざり（サ）～ (7) ~紅·が秀えう八ふ

+ c.“+ 0Ac- こ":?. Co (o加） ［和衡］ （午）
C。Yi- -t H t.:::::: e. o H Y— ［和街J (の

CoHY―—→ば~++ HY3 ー ［｛琵段栢］． （匂
じ(oAd+ HY3--• &HY--t oAc- ［迅釦 (7)、

1 在こり）司i瑾丈幻Jこ、の＂注 11.0 ℃ノ四ぷc., 30,6 て，， 3 I口．．行い，i釘訊
工介，しヤ'- E を求あれtころ， E = 10、 o K凶／“,となった•これ 1 1- CoHY ~の麟麟
のi各 1生化エネ Iし 1’’ ー I湘苔1' ~0 CoHY-"' 生氏足表I J:,. /。g- K= lf. 3 であ 3 e な砥如で
I~ 狛杖（｝）て得ゥれたいげ（生瓜足灰 9J /。1 K = c. i-)今船訛及応ヅ幻訊LI 叶＾—

I 広 {i,'-I,K叫l?llotであ 3.

0,05 

゜
60 2収〇 300 

(1) io9, t)、it:,, L 桝、 l lう化昴 l gげ合（！正）で講が発み

0) p, W, MarがTU1->t. I ば凶．／ Inoヴ・山巧，／ 2 ［午J, (83(/963). 

(3).){. 丁ana知／北凶．I BuiJ..，ふ． 5oc 祠守叫旦JV-I之 (Im).
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4 A 1 

九欠 多里

無、オ扱リ｀／誠堪ーの木、ットアトム几学（氾2 報）
次リン頑吋証

戻簸0年 距文 賓野正道 大棚 戻

牙q l咀放射化券討捺公にあ‘91 て， カリ‘，誼項の 4 種のナ｝リウム堵i,

Nいげぶ •6 H,o, N砕06, N叫羞 /OH:iO v-中＇r生｝（涼大原｝炉）を照射し，

およがリ ‘9 原} l 1同を合もリンのオキ ‘I 邸，，，生叛につ‘）て南与した。

今 l国 1 -i:＞た 1) `9 西しい，可を射生戒勃中にある 2 個＞＇J.l::.のリン原｝を含むオキ‘八函度を介蔀ずる

ためにイオン突検介蒻g呟乏孜良した。 まt分離したものを同足する I= I ぷ酪念による加水分脩

法と荘田凡 二三の）訂舷点 k つ 9）て検討した。

1) 4 オン友検分離呟の改該
I) 

介鼻甘ラ玄は前租に屯じ＇， ；容紐布l の：農席を変＇えて行なった。

l司定

式なわち N咄ふ06,

主l::.して次リ‘ノ醸

2) 

そのと告界を）日 1 K 示す．

一舟生 I＝リン Aヒ合物の照佑生成灼 I i f¥ー - 1ヽ・ークロマトゲう 7 >公またはイオン交柊！クロマト

7鶴ヲフ法等i‘‘介噸tされ， 朕．知化合鉤の均湛ゃ濡禎ヒ゜ーク，，i立詈習I:..対ヒヒさや b こと r｀よ

り化学和）司定がなされて I I l}。 しがぃリン 4し合灼の熙射土威的中には？パ危の近、1杖した均

准を主っ汲肘'r生士成灼が‘令土れて＼Jるため／ この方ついヤ‘lすで I!判定が‘困難 le ね 3 戎合がし

は‘'し 1がある。 また木平，乎灼翔が科られな心ヒ合物＂同定 1ま不可能である。

木業球 1 1: 1:言己の）司応去の欠差を柿足す o f＜め 1 ：：, 2 個）、i.l::.のリ：応｝ t合を北合約 l< つ

ヽ）て加水介舟浅 I＝よる回淀色訊‘叶瓦 すなわち， A オン交採？ロマトグラ 7 ；去（‘図憤した

もの l= 6 N 堪醸 10 成を加えて、ウナ？ー Iヽ＂".J::_で｀烹を酌 1司 ·L,)兒令，二わ水介餡もるb 生成｀

ずる次亜 I) ン醜，亜 I/ ン醸， オ）レトリ：繭と更にイオン友授クロマトグ＂ラフ浅て”介輯し，

それぞれ足骨町~. この方呟によりもとの化合坊り組成を推虎芍る::..とがでfるが， 次の. 
2 落，くつヽ 1 て：主意しな！ずればい 1すなし l • 

a) ラベ lレ 4ヒのィ立翌

／介子中に酪笈AL悉女の臭ったリン脈｝を含屯 ht令灼，，ナ易今）iラベ）しうt °'1立習か· }勺題になる．

たとえば1,-o-fのラベ‘)レ杖し合的 l= 1よ次の 3 つの翌が｀先えられ気（本＇t 5令では（直）翌 1古夫
危しなヵ‘った）

0 0 

Hー紅o-や-OH
I I 
o a 
H H 

[I) 

0 0 

H —ヤー0ー貼OH
さら
日 H

(.n::) 

0 0 

H—伍oー料OH
食合

（直J

(I)翌＂渇合 Iな放射’ほの加水分争生成怜 1ょ亜リ‘／白令で•あり，
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である。
3 5 

末みげ浣で p-b ーアに相当するものを団離~し， その加 7卜分肖斤主威約 2 史暑した綽棗 オ）V

卜り‘、前＄と＼亜，｝ン硝llJ tt..ヵ＼c 1: 1 であった。 ｛徒ってシたリンl!!I多i届と照りす l て生戒内るp-o- 乍
はtl）型ヒ(J[〕型の篤毛 1レ混合物と先えられる。 この所伊は， オル｝＇）ン酪堪，，，万、＂珪衷‘

灼中,. 1-i (.1]窄がヵ臀＼＝ r手（t芍ると、、ぅ L i-wL'Yl e.,.. らの移告:l)と本月違芍る．
_g.) l司位 1本祝ヵ泉

次リン諮（ F-{) は同じ雨含杖俎女っリン冷うを 2 個なも 4t令彩］であるがら， 上言この且J型／(Jr]

型の区別 11 な U・ し力‘L 弁一咋餌合の加水介角反た K あ‘IJ & l司i立体効界、力‘·方えら水る．

HoキoH0 'ー0悴o日! OH 

た 1 ゜ H- g' x-OH 比0 " + Ho-合p-oH + (_1) 

H゚ 
北ュ ゜ ゜Ho—琵oH + H-や-oH --. ~... C)  

合 占日

す万わち， 上の 2 式 I= お、 1 て速衣｀定数も＝ ＆2.であうならは＇；加水令角中 L て生成する放射

性ガ IV ~リン祐し亜リン面含っ比 I太 I : 1 でな Iすれば＇な‘うなし lo 

し力‘し 4 オン交 1鱈緒戎によリ習部し F 扱肛r生次リン菰の加水分租生成令りにつ、，て， 放
3) 

りす胆測虎ならが'"比色毘贄戎 l-:. よ ’I, 吃かも＇小才 1レト『／ン荻; "'if' 1/ ン語を令醤記骨しt誌
屎 It泡の画りであら

［オ叫 I) 、B]放射能 （オ叫 I) ン蒻）疇

L 亜 I) ン酪J放射能 > ぼリ＞酪Jヒヒ也
従， "(U),(2) 式｀において， 速度定粒拓汀もであり， また＂定｀ぽ約 ,a あるが｀ 31r,92f l旬,. I庫
1本効見があると先えられる揺］r)た璃，繹，氏条序曾吋囮放化含＃砂叫．直旺ZAa叫 S.0似如， B遥 c,四S'oc

0 :r~p｀し． 9 q, l qし1/64), 2兄） L..L<-,cdner o.迅月 Ha卜bo杖fe, IA l= A 、V，£ I, F I/.迂

）月 1 カリン酸塩の中＇「りナ熙許·t生取灼碕餌例
g
っ
＇

1000 

ー
や
’

“と
l'-P 

crrll 

soo 
2 し

r-p 3 5 
r-o-r 

I • -o.r n -o.6M cH,cooNH4 

/OD ISO 200 

• フラ 7 沼ン (5 成）

•• m：即ー 1-2MC佑CooNH千 • 
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4 A 2 有根‘')池飼枷加トアトム化学(II)
＇）テンションあ｀如反蹂生威物（埜桟リ項浚）利峻北数にフ 1) て．

京大廉我戸 本曾敦之・小誇濃江・北岡淫羊伯. JI I年ま造・高田実弥．

有桔リンィヒ合物の 31P(n,r)32P反応‘によるホットアトム化学の研究 1ょ古くから伍示われている

か‘19) その数も少＜禾だ系統的tJ研究例は見当らば＼）．萩た Id すでに， ク種tf)酸化状態の異

tふった有桟リン化合物の原子炉内照射芯行い， 32P反踪生成物のクロロホルムー 7K抽朕屯行

フて， ア＝0 結合文有する 4七合物は，分弓中の酸素の数に 1約係な<. 7k層への抽企卑五•大：き 9)
2) 

こと名矢n った。 'J ts ベーパークロマトグラフ法， およな＇ぅ戸紙電災．ぅ氷動法さ併用して照飢レ

た試料，，，咋紅先生欣＇柿の分離さ蝕＇み，救種 o 戒かの同足名行った。今l恥 研eo/1 phosphine, 

布phenyl phospnine oxide, Q;phenylphosphite, lr'iphenyl西呼te,而匹syl phosph;te, Monophenyl phosph!l.te, 

布pienyl phosp畑七e, Phenyl phosphon:ic ocid, およびAie11.yl phosphotwus o.c.id さ照射し． 亙跳生戒物 0 分
作団を作成‘し，標的リン化合物のリテンシうンおよび酸ィヒ数の堤った煙桔‘I) ン酸 (H3P04-,

H品〇？ (+5) 1 比PO3(+3), H3poュ（＋り）If)生底量t求めた。 こjl らの結果から照射試料の構造と亙
既生成加の数ぁ、よひ•生威量. "'向！＜雫昧ぁる知昆セ 4尋たのて9報告する．

実験方汲楕製した試料的 IOOma ii尿リエテレン忍器 rこ封入レ・ 京大原子炉の圧与遠（

武力 l,OOOKW, をが中性子束.5X 1D12 l'1;厨／巫C) で 15~ q 0 分 1前垂射した。数：日 1"al冷却俊， り n n ホ

IL ム (5r：：は水） 1｀睾解レ 0恥げ溶液瓦調整した。 この落液 1 -m.0. tか痰ぅザに採京レ， さら

に 7l以るた 1さ 7 ロロ爪 lレム） 1 叫さ力n ぇよく振リぅ昆ぜた． クロロホ Iレム尼勺らび｀に 7に刃ょ

'} 0.3 祉名採リプランシェ'7 ]--中で·車先煉させた後， Gr M 計数器で放約鮨の ;B) 走t行[)各乃に存

在す 3 放射能II)西令率さ来｀l!J)た。iた最初に調整した溶疲ぉょむ＇抽公実験によァて褐·らい

fこグロロホ Iレム房と 7K瓦す＇），各 2~ 5 咸 8 採 l) 令離試料とした。介離手段として 1さペー

／＼゜ーワロマトク｀＇ラフ痣~と矛節電気泳飯法、た併用レた。令難帯の決受とそ，，放射能強度の渓Il

茫はオートラジ｀オグ＇ラ 7 法とオートラジオス丼々 T -K よっT"-。

揮廃性反疵生取珈＂敢‘介量t知る Ts l1), つぎ｀のような実験t行クた．すはわら標嘩物嘆

ヒして＂＇）ン詭ァン毛ンあ＇よが各憬飴）豹噴 n 0.5日落汲g調整し， その 1 ~5 凪芯ざポyう戸紙

にス爪゜ヽットし， そ K さ同一照射条件で原子炉内埋射した。 一喝1日冷却後放射能 3 浬Il 走レ揖

表 1 り DD ホ Iレムy→kF抽出(%)およが吼を財笥噌怨戒分 瀧1,生＇反蒻生成粉の相対量で求；めた。

リンイし合々勿 揮発姓成分

(C.H5)3p 12.4 

(&Hso)3 P 12.2 

(c ti, C• Hs0)3 P /S.G 

(C ヽtlso), P0/1 4~JO 

(C 、 Hso),P·O 3.2 

中 P•O (OH)2 

゜（（田s), P=O 

゜c、Hs P (OH)2 

゜

抽出（％）

水 f' ク 0 ロホ 1/IAf

7. 2 士0.41 92.l/:t0.41 

7.S:tO.DS ?2 5 士 0.05

7.6 92.4 

2,.3 7千． 7

45 エQ9 ss 

~9.1 ro.9 

58 :t i 42 

7 9. 1 20.~ 

墜射中に原 3 炉内の『線ゃ塾の影響1i老パヒ

令物の分解等ヵP起ることも予想されなので訊剌

の『線堅射 (Dose ro--te 2.5 ;<.. ID汲研）で 4 時 1匂犬

阪府立放射線中央研究所）およぃ加懃（り0゜c, 4 

時l目）も行し）． ^b -ハ゜ーク 0 マト展 l祠緩放射化

した＾° -ハ°ーから分解生敬｀籾0)有竺t飼べ＇た。

そ(1\鈴果'口紅『屯ら在¢塾にょ知屠紅昔ほほヒん
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X 
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ー、嘗ヽ―

15 30 45 60 75 90 Hy と世狼しうるこヒ名矢〇った。
lrra.dia.tion t;me (-minJ 

h8.3 畔虹Itよ3 チ砂卜有旅リンイ碑 念音果ぉ•よひ＇考察，表 1, 国 1 に操路性戒分量 rJら松｀
物のリテ乃3 :Iの変化
A泊P, Bmpo, C 如0)3p, p ;(C叫o:,, p に水冗抽庶考名示す． P=O 箭·令 a 持っ 4七令窃で 1守挿槃
邸的）3ro. F：（中O),.POH, <,：町O(OH)2, H対(oHJ, I)'生戒かが｀ 1]/ ＜，水渇牲威＇介の幻ぃこと力＼·冷;,. OH 基

さ持っダーゲ｀ット物様も晶り 7k乃抽臥年な与える。堅射時間を長くするヒ，水落性威布り

劉合は戎り‘すl;,.

図 2 は反眠生成物の生戒率互永‘in 1<: I 1か｝である。分賠斑点．はオートうジ＇オ 7" ラムから 15

種臥上易樅さil fくが，全帝アの同走は＇困難であった。 しかし 4べ＇表的な綬っか lさかね') (/)楕度

で＇石僅認＇できた。

団 3 l< は 1図2.のよう心分布国から 1尋ら 11. t<:ターゲ｀―`l 卜物穣のリテンションと、墜射時間の

l約 1系を示した。座釦時国ゆ分以J:...の点では， リテンシっン，3 令子中＂酸素数が｀少なりもの

/3 とうこ 4. つざ 1：：フェニール基の数か＇滅‘'り‘す?;, Iiiど小さ< g b. 

国 4 這 2 のような基本分布図から） 比P04, H3P03, H3po,, の量名読益，各橡的約償こ‘｀と

照射時 1宙］との関係を l麟したものであ P. P=O稀·令さ存すら 1七合坊）で（さ，霞t敦 n 幻

比P03 が＇’夕＜生叙さ|\.ら D\`', P=0 締令き拮· ↑く↑J I l もの Z｀＇（さ覆元型の H3PO;,.. J\,’令＜

と17)喝合も 9旦射時1日力＼＇未豆\, lh1 は生成量の俊化か身魯しし）。
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阿·千 敵イ［甜の要店 3 無 I談四醐豆蛾星の
比蒙

...0-釦反蹄紐成切炉直感リン畷蒻 IiーセンI-
吠・オ<.;r由出戸n 瓦J>cl担如砂屯の ,' 
-4ークロロホ IレA 註瑾げd) ,, • 

回 I, 3, 4-ょ＇）， 一紐に理肘時 1旬り＼’’

短" I同しさ反跳現象は時 I旬の影響t愛↑

長くな b とほヒんど＇影響さ K.,.J

3 た芦D 純令の型で

るか＇，

\1 ：：とーか＇’わかる。

荘在している唇享，（J, -OH ぁ b 9) l3 -o｢ 

，，型で橡鈎窃復令うに含沿い酸素ヒ

1;) 全＜親なる券勤t示して＼） b . 

リンit.合的の水溶性，さ今手年，て稔在

す l1 OH差ハ券： K依窮すると危えら h る．

堕射時 1旬を長<.ずる\'.水舟寸虹音ヤ低

下するの（さ，店羞＆らい＇に試料に吸着
さわてける酸象力＼·優先饂＜反脚リン原

手に反応し， 7K溶l喧埜桟序、リン酸に r↓

分合中 K 酸紫げ寺たナJ

＼屯P にお l) て， この 1頃和1 カ＼’'息負瑞 rJ :: 

と,; _):__の汚祭ぇ支寸吾しt l ）る。

国 3) 4-にあ＇＼）ても墜射塔器＼＜混在

レて＼1,., 酸喜i1)影響はよ＜硯ゎ h て＼？

るた1/)で＇ある。

る。

P==O 結令の酸屈ヵI'''.£ 5這に与えゎ効

果につワて 13 J つき｀のような説明が｀で•

3 る。 •IP(YI-，砂aユp反応直後0 に P:c O 締今は

切前さ↓し，道難の酸乎、か、生灼 1';,. 、
J

90 Jo 60 ~o .30 60 90 
IrraJiation ti me (m i ll ) れが｀そ,/)g ~' あるし）,;1 -OH じなって

優克 9知 P原もと反応り水溶I渉の生成窃ゃ，酸化孜の島 19 尭桟リン酸をj I）夕＜与える。

P-o-c締冷の反跳時に切断され b 位置につ\)て＼ざ， もレ切断YA＇‘0-¢ 誌令で起 b とすらと，

生成項）に合~ h :i, OH差の秘頂~）棟的物傷分弓中に存在する酸嘉数 l←依存すへ｀さて｀みる，話

采，；；酸，＂い数 l, I以衣存して＼）なり。 しt松｀フて P か＇直祖約与してし） b 結令加切れると危ぇ

られる． ：の桟嶋ーにもとっ‘'き， 各檬約杓壌のリテンシ a ンの犬小 1約係 o,;: じ、IJ)`

生成筍) /Jl種類ゃ量さ矛倉tdく設H月することか＇で｀さ,,.,.

女猷 1) M. Hal血n. Ch珈．如，紐， m （Iq紐）． 2）和曾祉．咄

反跳」

日化．オ l 碍公講浅予稲集.I[, 141( 66). 
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4A3 トリオ‘.リ'}ン醍虚のスナクード・テtヽレマース効呆 9くり呼っ濃紐保紋

東犬絞ー養、 0ね浦‘二咋，宰村芽尖

且：比杖射能っ高 v、 3aP ラベ，レ・yン酸っ簡易褪造；大として．、純度っ高 V` i扁合リン毅溢

を標的とし，（九，グ）反応のスナラード・ナヤルマース効果 lて.t')オルトリン域型のぬp

滓如冴らオか検討． I司叫目的凡オ、レ｝）ン顔溢 r~・ビ非締合Jン顔庭直的として

ぬp "総合）ン醍分が緯椋fんす法 Iょ，田中（ヽ）／＜ょ 9 3"IIJ I＜栽告、1 ,ft.-.壌扁i束荻 1;/. /08 

た越し“効果的な｀梓来 n‘• 手しられ，ている. ト')ホ~, yン雌ナトリウ＾溢（必，f.t 0/D ｀台．水
a た，tヽ H,l, 0 t.l_)り l・様(“&) Iくよる荻身す様令月いぷt充綽果（之）よJ，柿合）ン腹

溢，放射楳懇身'f Itよみ屏角庶，J.熱箱紐 a 1こ／こ加 9"f維 I：赦べてそ 9 幼呆が少いミt t知？

fくので｀．田中のオ 5去と対象的に紬今yン絞羞げが3 とfるスナうード・ナャ、v マース幼果

/(つ V｀て店克；進め I<.

オ法；中仄 9 丑9K、卜Jぷy'}ン醍溢ょJ尋桂晶法：ぐ．て．．、令るだ＇げ才 IV トリン級社旦除いた

精製ト') JtりJ'}ン崚ナトリウム，心ん。”・¢ H“ ゜ と諸妹件を曳ぇて中怯ぶ精、身すする．
懸、印訊＇科 I.r o. 1 M 酢敲ー酢祓ナトリク＾凡籾次f H r に漆屏し,.2. 00 mいん Do“ex

-g往イオン文棲社滋 I＜吠着、t <. o..i M KU. 沫如‘・クロマトグ'9 7 5各維と行シ．カラ

A 長ぷr c仇．蚤初っ才，レトリン祓這離弁分をとJ,モyプデン肴/(.rる全')ン環誓”し

“杵ヒ．液凌型 amr数菅 Iくよみ放射it3月］足ヵヽシ比叫直t定める． 3ルpゥズナうード

ナヤルマー入効果 1: よみ壊茄係数は．クロマト令維とし，.,,. "ヽ l司一訊｀牙斗 9 比共吋柱心刃足J

み：とによ 1 阜ょ、↑れみ．
令者果ヒガ寮：北初 1くかf＜実狭·で Iぷ． ！）ホ．，リン酸ヶト 9 ウ＾．／ 9k ，ゑとア 9... コ＿ 9.... 湛

液為ヽ）再今E 『El した拭＇科と，t::゜ロリン峨ヶト 9 ウ4, //)水溢 9 亨駁表純品を訊＇料とし，屑J..

炉中，｝を手て" 3 X /0“?サt束 1.. 々 4ァ．ggJlt iたもりについて其オとした． 1' 禾を果として

仮¢ゆ＇、ti2 0 ，：クT し"!. Iょ．オ，レト奸分々·ヽ r 名» J2 r3 9 eE , 日口合r ん／・ク 3 老

1 ?3 2 ザ加，t yネワ奸ク 3・ヽ z, 2 あfo シ ef一よ,,;"“ばトリ永’グ舒を 1
とすみt, オル｝奸令 /‘, 7 , ヒ°口卸& I・／ダとな・ 4. ヒ°ロリン戟，て 9すi 2 、ょ． オ、レト

卸分かク 9 z, り 4, 9 o c c／伝，t:・サ芦‘9/. 4 オ， 4 ク、 9 クヽ c/ m よリ；農崖i数（J、

と°口奸分の比杖射能を 1 t,しtふぇ,,. (よ｀．，オ、レト奸クっイL,I ユ 0. 9 と rd' った．以J:. 9 カ彦

果て‘/:s:.オ，レトリン醸虚をかりじして｝ yォ、O') リン碩“"げ I:. 3ぇpと堵紬fふ才シえて｀•田

中 9 埓f邊紐 1糸紋 / 0 3 vx.I:. 9 ィ』，立＜及 1よゞ r.,• いが，丁言C 9 共，：っ、令本法(i毒演者 9 オ）

,t利兵がある，，て｀•,濃締｝永荻を..t.昇-、''i:.ん條伸口安訂すみ仕64上がみみと矛えみ．、‘れ、J.

出イン交釦輝 Iてよみクロマトク｀｀うJ 1'維吠-r·締合リン献迷離秤令ヽJ、高凜知湛·舷液

をクfに迄J、必平、..l:.，分維 I：長叶fs!] を卓．し且っ｝ t 1 点閉1,9、凸｝含む 4‘・オ、v I· 奸クはこれ
ヒ反舛t‘｀み 4. a 1;: ト 9 ぶy直ぅ熱分解fわ止，精製式，政夜，ょ可『も・思われみ．
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4A4 捕集体法による力）レシウムなどの濃縮

原研 〇海老原 寛•吉原賢二

カルツウムの放射性同位体“Ca は半減期 4.8 日の r 線放射体であり， “Ca にくらべて測定

法や半減期の点で医学・薬学などの研究に有弔である。本研究ではこの "Ca に着目し，捕

集体を弔いる分離法によって濃縮の可能性を検討した。

天然のカルジウムをクーゲットとして "Ca (n, r) "Ca 反応で "ca を作る場合，熱中性子

束密度 1d’n/cm'• 89C の原子炉で 1 0 0 時間照射した時の生成量は 1.4µc/g •Ca であり，同時に

生成する ”Ca は 87µc/g •Ca である（放射能比 “ca/"ca= O. 0 1 6)。一方同じクーゲットを用い

て “Ca (r, n) "Ca 反応を起させて “Ca を作る場合は，原研の線型加速器による 2 0 Mev の r 線

で 1 0 時間照射した時の生成量は 90. 4 ｵc/g. Ca であり，同時に生成する “Ca との放射能比は

56 である。したがって “Ca の混入率の少ない “Ca を得るには (r, n) 反応による方が有利で

ある。さら妬安定濃縮同位体をクーゲットする場合も “Ca (天然同位元素存在比： o. 0 0 3 3 0/o) 

より “Ca （存在比 o. 185 0/o)の方が安価である。

本研究では反跳分離法の基礎的検討のために安定濃縮同位体は使わず•天然のカルツウ

ムをクーゲットとして 47 Ca の濃縮分離を試みた。ここで用いられた捕集体を用いる反跳分

離法は水溶性のカルツウム塩と不溶性の捕集体とを混合して r 線照射をし，照射後カルツ

ウム塩を溶解し去って，捕集体中に捕獲された "Ca のみをとり出すという方法であって，

クーゲットの回収は容易である。したがって "Caの捕集体中への収率および濃縮係数を検

討し最も良い条件を求めることにした。

〔実験〕

r 線源としては線型加速器で 20 Mev に加速した電子を白金板に照射してその制動輻射線を

用いた。照射は室混またはドライアイス温度で 2 時間または 10 時間，約 5 x 1 o'r /minの r 線

線量率でおこなった。

捕集体としては放射線に対して安定であって，かつ (r, n) 反応によって放射性物質を生

じないもので水に不溶なものという観点から，水酸化ランクン，炭酸ランクン，ツウ酸ラ

ンクンなどを検討した。またカルシウムの塩としては水溶性のものを選び塩化カルジウム

と水酸化カルジウムを検討した。これらの力Jレジウム塩と捕集体の一種づつを重羞比 1: 1 

に混合したものをクーゲットとした。

分離法は塩化カルジウムを用いる場合は水と，水酸化カルジウムを用いる場合は 1M 塩化

ァンモニウム水溶液と，振とう器で 5 分間室温で振とうし，捕集体のみを残して溶解させる。

固相と液相をろ過または速心分離によって分離した後，固相は酸に溶解して両相の一部を

とつて， T M C 社製 256 チャンネル波高分析器で r 線を測定して， "ca の 1. 3 Mev の r 線ピ

ークから収率を算出した。濃縮係数を求めるためには捕集体フラクツョンからカルツウムを
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分離してその量を求めて算出した。カルジウムの分離はイオン交換法でおこない，陽イオ

ン交換樹脂ダイヤイオン SK-1(100~200メッジュ）を内径 8 mm x24cm のカラムに充墳し

塩酸でクロマトグラフ的に分離した。ランクンおよびカルジウムのほかに，いくつかの放

射性物質のビークが観測された。

分離された力］レジウムフラクジョン中のカルジウムの定量は Dotite NN (2-hyd.roxy-1 -

(2- hydro巧ー 4 - sulfo - 1 -naphthylazo) - 3 - naphthoic acid.を 400 倍の硫酸カリウムで希釈

したもの）を金属指示薬として E D T A による滴定法でおこなった。

〔結果〕

現在までに得られている結果のいくつかを第一表に示す。照射時間は※印（ 592,233,701)

を除きすべて 2 時間（＊印は 1 0 時間），収率のらんで括弧内の値は分離をせずに r 線のスペ

クトルから算出した収率であり，他はイオン交換分離後に測定した r 線スペクトルから算

出した収率である。

第 1 表捕集体法妬よる ”Ca の濃縮

実験番号 クーゲットシステム 収 率（伶） 濃縮係数

3 0 1 Ca C｣2 - La (OH)3 ~ 0 

3 0 2 Ca 0｣2 -La(OH)3 a. a 
303 Ca (OH)2 - La (OH)3 7. 9 4. 8 

8 5 Ca(oH),- La(OH), (1 8. 5) 7. 7 7. 0 

5 9 1 ca (0H)2 - La2 (ox), (40.1)38.2 16. 0 

592* ca(oH),- La, (co,), (4. 3) 

6 2 1 Ca(OH)2-La(OH)3 (20.0)16.7 9. 9 

6 2 2 Ca (OH)z- La(OH)3 (22,5)20,9 5. 32 

2 2 1 Oa(OH)2- La(OH), (1 6. 6) 

222 Ca(OH)2-La(OH)3 (19. 0) 1 7. 5 1 9 

223* Ca(OH),- La(OH}, 20. 8 38 

7 0 1 ※ ca(OH) 2 - La2 (ox)3 (35.5)30.2 23 

これらの結果から定性的匠次のことが知られた。 11) 塩化カルシウムー水酸化ランクンの

系は収率が低い。 (2) 水酸化力Jレジウムー炭酸ランクンの系は収率が低い上に， 10 時間照射

をおこなうと放射線分解が大きくなり全く濃縮されない。 (3) 水酸化カルシウムー水酸化ラ

ンクンの系では収率 1 0~20 "/o,濃縮係数 5 ~20 が得られる。（4) 水酸化カルシウムージウ酸

ランクンの系では収率が高く 40 茄近い値が得られるが濃縮係数は 20 前後である。 1 0 時間照

射によっても炭酸ランクン程の放射線分解は起らない。 (5) 水酸化カルシウムー水酸化ラン

クンの系でドライアイス温度での照射と室温での照射は結果に影響を与えない。 (6) 水酸化

カルツウムと水酸化ランクンの混合法は均質系で同時に沈澱させたものより，それぞれを

別々に作ったのちに混合したものの方が濃縮係数がよい。 (7) 最純のカルシウム (Merk 社製

のメクル）を用いても (r, P) 反応妃よる “k と “K および不純物として “me£-が生成する。 (8)

関東化学製試薬特級の水酸化カルジウムからはほかに不純物として “Na, 83"'sr などが副

成する。（9) イオン交換分離の結果から，ランクン相に含まれる放射性物質は “mOI!,,. Na, 
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" K •" K, " Ca, "ca, "'" s r," Sc,'" La などがあるが，これらの元素は力）レジウムフラクジョソとは

完全妬分離可能である。

現在まで妃得られた結果からは水酸化力）レジウムとツウ酸ランクンまたは水酸化ランクンの系が最

も良いものと思われるが濃縮係数が十分高いとはいえず，結果の再現性も十分ではない。さらにクー

ゲットの混合比を変えるなどして検討したい。

以上力）レジウム妃ついておこなった実験を塩化セ、ンウムと水酸化ランクンの系について

も検討し 132cs の濃縮の可能性について報告する。
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4 A 5 鉄化合物のメスバウアー効果

東芝沖研 告間 ! 0 河野炭手

1.序 録牝合物1J7メスバウ了ースヘ°クト IV の削足 1ま 多数の化合物 I, ついて 盛ん

I:½子われてお＇） 裏、験〒．、ーダ 1;1がな＇）豊、畠て、ある。 しかレふ抑皿弘炉J) と炉“い守ふ• （△国とを．各化合怖の電令炊‘徒また 1d樟造に 1月係ず 1すさせるための笛析 1ま．未だ

史性的な議論の政階尤｀ある。とこち-c·これら｛と母の 1祠 l こ 1ま・全く蚤駿的に．柱めて筒禅
さ 1) 2) 

捻枯 1月 1月條のあることか硝がめられている。もしもこの 8 と年の 1司の栢 1月関係（直線的）が．

全ての念失化合吻 I:. つ II て放立しているならば． ス八° 7 卜 1レ卸析 I: よって．吃渇勾配の符号
3) 

"’l 足て｀さる可能牲がある。そこで孜々 1:1. 今まて｀、 1-.:: 規’l 定された2,00 近くの伍証 1-:: ついて

盗緩I•生を中 I心 k まとめてみた．

2. ｷ △らと 8 の lo]の柑 1月 1月 1糸 今まて‘'l< 9則足ざ小托必必ーをfig 1Iく斤、す。縦和 I-:: 年の大

きさt禾羨柚 I"- 11. 吸収の位覆屯とる：：とにする。 二れうは大別し1.. 3 つの乎如やになる。
4) 

矛 1 (J)右午で I <I: 出[ Fe(CN)』んの系列が最も底表的ず．取＇）扱ヽ＼が簡単ちようである。

R: fe(GO)十の系列も底辰的な-0'1 と芳I\ることが出束る。,f 2 の乎叫f に属する屯の lcf. 5,,J.払油”

心c c四炉s-), (Na_ PO心f砂::)熙板 3 価のイオン 4t.令物9) 弄かある。ナうの
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ゃの勾配't 11. あ K

かも抽対祢のよう 1, なっ

ている。

I
 

,' 

ヽ

(iii):ll' 3 の乎四ャのイ立歪は

1' J.のや呼とが令＇）か

1ナ忠れてオ吝れする。

以上ような l旬任を抜瑚

ォ a R めに 1'1. いういう

ーじ0 1、0

(Pos111Qtl) 

の人逹のふぶt決った方

2,0 →晒霞訊/,-.3.車 Z’'整理レ直う 1-.:J;季がある．
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3 、 実験ギータの棟瑣化 メスバウアー効果 1-:: 於いて、込匹皿ル比枯（6) 1;t.線凍と唆

牧体の相互の 4＄唖手禄度の差 l：：比例レた差とレてあらわ士れているため 1-.. 得られたJ迅

I<{ ~ヽ I r, 緑派の粒穀 l＜よっても｀唆知存の正血心叫しの棲類 lくよってt、当然度わってくる。

これらのふ入を同一のi足尤 1て 31 ミ紅レ't.オ目互の比装tもる 1-:: 1;t. Rｷ H ・比J丸~) I-;: よ 7 て堤

唱された方法を用、1 3 のが 4更利ゼある。二の方法を 1月 II るに 1さオー表を中l 用芍るビよい．

+.底と~ If'/ I同の 1月 1床究 R~ 'l p填必 1.:1.. t,~ l:..5\:.の I目 1こ応成が成·リ立

っとして． 5 = C + b•凶CQ (I) 

とち‘｀｀セ。ここで C 及び b 1st史峻催かう求まる量て、、ある。△知の 2 つのやの位置 l a-.

rrn ：：土と同のい～ぷAm_., I：：対応芍る屯のを巫1, 111 ＝士らの間のた”凶沈心孔 Is:対応する屯の
を llft._2 l::.劣 It 1｣. U) 式より．

△ら1 = ;;t • Ea = c,-t(b+ I) • EQ 
(2) 

△ら2 = ｧ-AEa = C + (b-l) AEa 

干il I の心ぶから勾酋乙で東｀めると (b-1) 土ー1. 5士03,(b+l) キ 0`35土 0.2, とちり．殆人どの系列 k つ
の匂況

いて一定の勾叙も示数となる。 力 1 11)がい中 ヒ;f J...のがぶ中-z.•'1;t. 九允危’了度迷 bl I釘條 1 こな

［オー表：桂々の SOVR C.E. MATRICes と REFERENCE 7 て、 1 て、逆塙勾配の向きがお亙 1て近向 3

ABSORBERの N油呵匹心丸紅血d叫力‘うのぢし］ k ぢつて、 1 うと鯖釈されよう。

（か二表：各化合物 I,対和）＼°うメ―’一ゥ変化］
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!>. f -eNt,i,守四、・ム系 l澤 9する直繹l、生．

珂 I 中 k 示ざれて＼1 る北令籾の一逢の斥列

のうちて'‘も．f如·惰研凶 1 st. その様追

がよく令って，l'?, ：：と．簡単な形tしてり

る：：と弄の理由から．特 I, 逍絹｝生の 1\0 ラメ

ーダーtオ慕念の lこ 4更of'l であらうと思われる。

干如ー叩砂 IT)ォ青痘 I;! 千i 3][Is ff;す。この

国がら介つように 1”~ Nしの念品が．足めら

れセ格子の住置 K 来ると主． その挫様 10 よ

つて柊手専数は今‘ケの変化さ示古。（オ＝表）．

レかレニの変,jt. Iま． 5 およびムらの変化'"殆

んと●｀熙肉 4系て‘•あるごとから．直線珪を説哨

奇る 1\° ラメークーとし't 1:t.告＾＇ごく出

次にイオン半生の変化t謡べても．（オ 2 表）

や Iiり同様な困粒 I, 直面古る。これ,~反レ

/\0 ラy. - 7 を含馬の咆気陰l、生度 I, とるとま

は．ヤ‘な＇）このような＼困難さ l:t.移和される

ように見えつ。（オ：：：表）．



咆気呟牲度(X) と如心（ふ）の 1月 4系をf:J 3 1= 

示す。 X と 3 の相 l月 1月 4床 11. ：：：の他にもほビカし

族元表との At合物（和0, fe $, feSe, 干eTe) また

'(/\ロゲン元衰II)系列 1てつヽ＼て毛たしかめられ
11) 12) 

ていて． ｀二の直絲 9釘 4未 1;1.可叙リー搬的 I＜叙リ

立っと言之討：：：れ 1ミ反レて、必と年の 1目り直燥
1月條 ,a. P Q.尺の実験によっ戸．ごく一部の錯 At:,
｀くついて叙立して,,',Iことが雑かめられてはい
る．ものの．f如山勺砂也 Iくついては未だ確認．立れ

0応鯰幽OltS．応如ti叩s| 1..いないため． l輝 IJ I今後の研兒にま？ことが匁
0 24-N,t.,t,嫌郊泣況◎似以（砂如ヽヽ。

• 0-糾峰脳廿ons

珈卯加to四gh加ot如 U砒 ceII

下ig I

6 並線1l-tと斤、さない示
緑

和心ャ…山か直八，t生収示、芍方IJ)代表的も糸ゼあな

とず水 lず、無杵 2 価の 1比合物 1ょ 直線姓を示さな

‘‘4、東的な示てよあちう。火 1本の 4嗅（可 1a:. ,[オン'it合判 1-J:直絲，1生が愈，、ということ 1J言之よ
I5J 

う。この祢因は 例え Iぶ Wol.,如紡杞IJ)毛手 IK t" d の変化を説明したとき、函の計算を古ill. I式・

ふの変化争の高次の力垣戎で表わされること 1くなることかうヽヽつても． うなず 1tると足·わ

出る．

1 純 論 数ある鋏化合物の中-z:·. $ -!,.~が直線 l月 4糸を示すものは 全体の過．半数
：：,,,~徐さ

t占めるが．示さ§いものもあ＇） それら 1.r主として A オン綽合セしt Il る化合物 I, ~い。

^ A西 .;,o のもの Iょ A可れしも斯足-c·さな\I\•直綿町体を支配芍る I\° ラメータ )cl 日下研究中て｀＇あ

るが吃氣疫牲度（X) がかな＇）有ヵてあるよう K 見之る。 （文 献｀ ] 

1) c..比血叫； J、． c, f 39( l位） 3433

2) にサ一心牲叫2 i A肝・白皿.._ (1%4) % 0  

●燐(CN)t1 年〔邸N)、] 3狐如皿初cl R.W 年叫；｀｀心ふ皿址a 収い＋炉．（11に）
〇ぬ飴鉛咄恥肛邸iJ.1i
ぬ諏狐い追紐J2 か）Y. T山ふ皿心.. s．⑮ふ， B遥．し．Soc J呼如翌（｝国） I統4

ぢ） M,ti bs心t己： J、枷叫•35' C l叫） Io i I 

6) Y. Tふ必叩氏砂LY. T年迅し； B峨山． S。C. J呼巫翌 (11bS) 呵

JI 臼皿

•. 
ヽ. 

ヽ

02t 
\ 

ヽ
ヽ

o`‘ 
ヽ

\ 

ヽ

ヽ

ヽ

\ 

. 、C
¥
Q
 

ヽ

ヽ

01 
＼ヽ

‘‘` 

〇`8 1,2 1•6 2.o 

→竜気絵虹度

W 10) に同じ

8) 3）に同じ•. ~ 1 

q)w. l<€Jl.込戎aQ' z. 辟叩山・国（1963) 200 

10)W. Kか妬，必J. w. 1./叩心叫しb ul..皿（ 1%2) 176 

ii) K.Ono 4 ~ J．叫•Soc. J呼吐且（ I邪2))bl6

121 A. lto p,v心ふ夕c必匂

13) 新素和夫：て介手料サ~諸危（12）」名江出版（）凶）

14-)中村火雄：りヒ学と工業J 6 月号（）~66)
19) l-. R.W叫式 4 ．叶•応．凶;:,,_, i(/%1)98' 
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4 A 6 l[ q伽S礼メス／⑰7 アー存環0餌鰻（枝汀鯰鳴が区岱硫戸11 愕）

ぉ応＊大埠 0 莞谷美智＊ィ丘野T尊紋：＊

＝れまて冴訂線共鳴0)化学への応用として報告 L 1:a毛0) I芥すべて的Co 14,4 ke.Y 渾戸
\,\てであっ戸。：：：水 Iな”ず光一荼伸と L て切臼、（翁噂）一印た（吸吹体）ゥ恥｀ 1な

j：：：：→［—げ命｛ I 合（誓）］］
I= ぶって市され填該践Y稗放':I:; }あかI m謬 0緯缶売紅知、］麟でも是翡詞
疇易て＂ぁ 3 という＝と I= さっ 7 1.ヽる。：：：こず RI古友詑エネ几ギー I 8 疇知ヂIぐ 1 温
食勺る。上咲’からあ令らかなむう l= 1 尭砕町練這躙 l= lか，辰跳ェ芦L ギーしたが
って了腺のエ:?- IL 'f-"'ーがt lI て｀＇／また 1 和‘ィ逗度が大ずあ 6::::. とポf必要て＂ある。：：：のぶう

な荼件が容恥みたざれこものと L -Z.ノ咬o の I矛加：：： II`れが知られている。スス｀遠注
ゃ有急金属“封研と翡堺平ある化合窃 rコとんでいい）て＂ 1 われわれ店棧r稔知馴嚢へ
の泡〶範囲匂宏臼目的せ‘II巧兄 X ズ，、→ウァー稼消ば：極愧 L 芦。

同イ虹吟袖

I iq`は IIに（四 r) llq`し= F ってえ
られ；。 II＼畠いり存在t:t. I 芥 24-、 0 1 ％ずあって，

漕鑓＝よる岳8効知増大加堪昭和、バ覧固
内にあ 3 と恙えられるの丸中恰手燕垢I::, 文

ぎぢって固イ蛉吟記炉なっ芦。また＂知．、
の存在如臼謬°/。て＂ 1 ：：：の坊合 1な咄如炉 L

て用い芦ときの｀湛礎炉ぶ下井嗅効早噌大がヽヽ
し＼ち〇るし、）と差えられなつて‘/ IIq函、屯同峙

巨分雛ず 3 ことl::.. L 厄。同位イ吟葦I~哀立大
守原了楼右究所郎蛉捧茫同利用 I=- ぶりお'
＝ちっ芦。今綸炉豆急蕊分離て｀｀句 3 。今華
号逗下苔賞魯伽遠て、、イオ達，加速平
砥渇ぉがな捕齢苛から七り芦つ。イオ遣 l古
窓圧をかけられ吝ように L --zありノ＝ ：：：て｀｀目

的の物質をふくt茎笈I勺こヽヽ L て低爾圧ァー

1
1
-
ュ

2"゜よ

-8 
3. I ｀れ5xIO S —+ 2 

l 
-t 2. 

四臣v

23 、8kev

゜

"q 
$'11. 

図1.

x 碑紅如改沖 ~R西叶s, the 江迂~ U11.,ver-si-1::y 
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ク放竜戸＝かう。フ°ラズマがい l芦らイオ謬厩這知 l て／ A オン栄ヒしてひき出
すとヒもに加速L, 魯場吟lすて後危阿音数＝＂と疇遭疇：：：：恥 L -Z:.囀す LA
ォ遣囀の条仔i丸んか湧逗鰐I年扉 L 迂り最加遺温凌の....ヽか1 ：：：ぶる。戎
底五00° c.,位tj'0)でりノ：：れ以下 0淘炉彩 10--3れ＾叫んJ::..(})習気庄を屯つ＝とずの 3 。士

らし：：：： 9 冷まし VI= ヒ 1本宝冦珈迩o斎諄て”m心H所程度の蒸気万を毛つ：：：とがノ::,_O,戎冷 I字イ
ォ這ず加熟す 3 ＝とパ蒸気知のもの亡外却から直唸イオン源I＝おくる＝と力’.,7、主
4 オ泣知濫疇lすが要ずノ讀 IJー乃葦オ＇フら和の条件豆の 3 ＝とか違易 I ：：
汀 3 。イオ汲釦知効軒；；しヽえ 1孔イオ叶｝麟宵とし 1紅這q g ＝とが最土のが
まい。ス炉渇食金属スズ1字蒸気野，~ぎわめて低く／ 10-31'1'\\..,..,.__ H，ヒぢるの I之 1000° c... 

以ヒ逢 L ノ上 1::. l1l ヘ→芦茶什1喝う屯のと L 1.. I ヽロデ以巳均這いた。＄'"-CJ. 2., 2 H2.0, 

＄パふふば牛のうち出ひ豆‘、最tよヽ＝とがわかっ芦。 S心ュ・ 2H 2. 0 ！が建中本毛
ib< < / tfォンがて］匂＜祐り／お‘そらくオ豆塩l1にスス‘l＝度化すgものと汚えられる。長時

洵分葦＝直えぢヽ9 。 $1 改がぉ蓋気圧の羮からI.,\え It-品·ものぞましI,,ヽぷ、サイドIぐ上ドが

多く， S叫かくらべ直染効率I芥 1かる万ヽにお‘ちる。実応今華l""Fすべて翫び 2 を用 IA
てお口なった。蒟｀集箱

の打買 I吝，＂数這
金豆疇慮口釦＼
用V\た。グラファイ K 計
もおく思いられ3 屯0)

数

図 2.
09a 

0 0 0 
O ｰ o 

゜゚ ゜
°。 d 

0

0

 

o
d
)
 

ずあ 3 が＼ノスズ｀のかう

1=- 噴晋数が大きいイオ 卒

゜

゜
゜

ンに記""t.\打為傷が大
ヘ

主、ヽ。裂イオロ這集杜
蒜の底の面に直袴ぁた土

息
面

平
ってスベタりとグなお＇

::. L ノ各慨面I＝祈も凋

る。大号 I一折出 L 芦と

き 1本、淳藤怯‘に 1が海ジ
位

L ~(註膠屯ある。

＝れらの薄層 lか1 ずれ
屯／醗的物宵ヒ硝｀集莉

゜ ゜

゜
゜

゜
O 0 

゜゜0 0 

O 0 

。。

0 0 

^ ^ ^ n o 0 0 

゜

゜ ゜
ｰ oo oー  ゜

゜゜q ゜ ゜
゜゜゚ 。②゜。①

%。 O。
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物育とからなってい：。＝れらを紐 L て 1
釦が也の知存物漬から錆箪靡雙 L た。荀‘言十
集しなq日譴続であ‘＝応詞麟＝入った数
イす‘賓幻楕箪ぽ II り I l 9 ~合計亡， + 

勺．四叫h.であった。＝れ 1ホ II`56,6位1 、宇
ll 'I S れ 55 、 (,~Ice柿当す 8 。帝杢は平均 o、~A ^ 

最宮 o`8mA ずあ 9 た。そ＾セ｀れ 8叫）ュヒ L でノ 任
貰音襄\ 8-灌i □ 1b4m匂， ll qの籟ヵ、老
ら 63、い呵を廷。篭完値からみ、臼牧辛 l芥，
l1 8 試科お、炉／。／ 11 q研鉛％て、あった。 ] 
11 '8詞料平ゥ＂怜也豆 O°(o ノ [I q紅 Ii'年8% ジ
での:::. IJ Iが冷Q) ｛もII) 17.>)紀李合計ずある。がた 、 ー2

ll q試料杓唸1l可0,2 ヅ．，唸心 l0、 20／ご 玉
叩。ふ

-I 0 

I’l 
....:~ 0 

ッ図 3

ー
て
笑X

2 叩l悴

·」
ii、 (O J

が

中佳子怪射ぉ、戸濃源が鰈
以均べ配へ 02. I" っそ，日本m ヵ寄が和R R-2 大学央 1奇初 ~I：：：あり中匡磯
炉芦なった怠科I埠げ：：：封入 L1 室記遷孔 (No,4-)で、嗅射 L 芦。合中｀沼宦 Iな
4X  (013 ノ細麟I古即時1匂であ 3 。図 L I=IIq｀の蔚索麒‘t示す。ヤ＝尻IJ起状態か

ら》ー励起状態への邊移て‘吋砕釦吠守く，了線 l古 23,8 応V °'みであ 3 。＝人が主息
1~ 向与する汀釦冷＆。・たぢ Lノ内き社瑶君子 1-=- ぶる＄ぺの 24、 I ¥eel./ !::: X 楳がかtなっ？．

V¥ i。＝れ疇IJ,啜牧辮、力、v i、す~ =とがC｀手る。 11'! 2 1-::. o線スベクトルt手 l F-。曲

舘 1,這1紅板な L ノ宙釦 \~O,I /)I\.'況の P4 ぃ通 L 這定L 芦知0)か5 8 。稗器として IT,
119唸心ュを直径8 代奴／晟t o,5 瓜帆淫度 1可圧縮 Lたものてロロ〒ープぞ封入 L 召麺 L

た。木聡速度謹いっ廿召芦炉叶悪彰屈靡ヒしL I古 S｀似這 n た。嗅幻和厚ti邸邑
て"'[0~／紐ュであ 8 。（図 3 ） 祖出紅詞た豆た0> 1=1韮単疇オ式‘戸とってあ＇り，
モーター 1がけ．p.仇．であ 3 。スが｀の息紀年っ卜 1r葦I→下きへのずノ 0 の Il＼士いと竺う

が虹うす 3 担a!) I::,_ i戸炉～ [D r. p．仇が海当疇えらい。

同1主体今鎚I<>.かいては，東平丈＇手原子棧研喉押同イ主体宝午田勝久欠の卸力 1＝頁うとこう
が多へ。また同望洟呵克彦氏のあ‘出詰l-=- ちっ、兵。：： = 1遺速•とぼr a 。
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4A7 メズ Iヽ｀ウアーi1J旱，，ィヒ労＾ n 応用（'t 7 殺） 叙鋒iもの団雑 I-< わ‘I↑らヶ翁紅'
〇るf究

＃丈．琲・化 肴社 1名房 o 'J;永 ｛這

. 目的 メス,{｀ゥアーをヵ昂 n 梱祠lJ可i; fJ淋｝枝（咋e fJ i`)を乍ヵ，，l::~籾が I 'I.)l: ll メ
スハ ""1 ースペクトル n 緋析によって作号られみ墨柑係·ラ 7 卜 (5) 々ゅ祉｝ク製（ z も） rJ't.. 

n 1直 9‘ ら m t {1, J，令合I) I卜I 項，積注fJシ｀が 1 '11.歪f`そ h 。 われかれ L1, 固 4;:f中i‘ガ z ん揖々

1J 4l::労項化を固 41 ^ 1 ` のば匪f樟出 1 み 1z め n 手ぽとしてメス／‘`ウアーる1I 畢t『＂閉i‘?
み z 1 1二肴目し． てれ 1 1.に．放 013阜ク糾ガJ t`’光ケ餅 I）， 熟行餓 2) TJ 2’^ ＆芍昂庄じf：誠
1 I:.も又ャ 1青豆の要化をメスバゥアースペ 7 I-ル,.ょ，てみ刊秀してうたか．．， 床雑i` I1 ，鉗と0,1

シぐン釦オt委氣中おJセ｀‘乾釦i胆i‘4号f｝した浮 K 退t1 1 み釘孵反広に，，1J1 1.含＆手する。

宴騒う衣 採¢,}ラゞン雑店fe11(PY)4Cl2 を宕気中（水
恙氣 n 府石下）ゎ‘Jが｀ら 1 ーター中（薪炸 1燻） i`保存し

一免時間i` t lこそ n 噴ヤ考化， D TA 凰 メズ／；‘ウアース

ヘ・クトルfJ 2‘ の裸l 是t 1すい、 1 たりヒ営付it t f子，た。 メス

バ・ウアースペクトルのう且’l 歪装置 11. t7c。翡涌 (Cu l2 慮蒻）

に 4王角の一免泣段tわf1 えん駆9バP クてシンチレーぅ 3 7 

名1 祁菅ガょt`’ジ 9 り、ルチャネルラ役高勺析聡とf i{,. Y 純ぅ配9 兎

%
4
0
 
重
具

液

少ね

FeP必 Clz

,'、ア瓦Cli2~..o
B,、

屹A
、

ヽ、
ク

名？ケ b‘ ゥ威，ていみ。 ス八゜ 7 tルの視Il 足 111 t L't 

(17 ;t: l ゜C) 1· り1 れれ 1-z..

翌． 彦条中f‘1 ， チ‘ラ 7 ーター中i`t, z の

鐸係 l積叫J (py)の-fp 1 t角 2 lご失., 1 分餅 1

みが． それがれのf易名に堤 7 tク絆＃成 1'/J} t h 

r2 え h. 1 I 図 ll A {1 チ、ラケーター中， B （ 1 空

気寸i｀の付朋（とJみ 9 骨啜化t示 1 曲諄i', 7ド

キ序？1J l'Iそれか泊 FeP汐 C/2, FePy2 Cl2 祇 0 の土

成に善＜ ＂滋少ピしてJく往 9月i‘？ん。
gう』i｀のメス I\｀ゥアース尺 7 t，レが月’1 え、討里の

ー郭t 11 団t<-示す。 も発初哨 Fe Py4-C l2.のス

ベクI-ル（森J;至~ 1: 元 1) 11 1,. 1 1 J四わ｝｝分裂

を項 1 るシ床の vA 4紅阜つ‘r,成み(~= f, 11 mm/see, 

28 ==?.Of m呪／sec.). 1‘ ラ'1 -9- 守i‘n 仔月”

成掬のスペ 7 トル (A2) が 1111 裂，す屠しくぅ麻ヽy

し（ふ/,I 3,n!II/S eeッ 2e= /), smnIsec.), 9‘ つ Z れ

は祝雑z) n Fe Pyz C tz のスペクI- ／レ¥廃佳に一

温＿
淫

20 40 a 
経~過日秋

す／図： Fe阪Cl2 の重青考ィヒ

FePy4Cl2 

一✓ 。

キII

:I~ —../ B~\「―V/
+2.0 

ヽ

‘` 

:1ー • +2.0 

A口＼八「― Bn
゜ 。

2
 

+ ," 

。 +2,0 。 +2,0 

埠源産度
<mm/sec.) 

1:z図；メス／i、ウアーズバクトルの咽化
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牧 L 1.ぃゐ。 分所がJHO 1.の町惰の 1 ペクト 111 (A1) 11, 出発訓項ピ A2 Y のス＾゜り1-ルを

l3 i ‘1 : 1 の比i‘な秋‘し T4 もの 1ヽ ｀、 固稚中 1c t/)向考 n 北府t示してぃみ。

窄系中i‘の竹湘忠戒潤のス＾゜グトル（約） 0, 0‘ fJりの移授＾ク製t示し（炉/, z心／sec.J

2E  I, I,1ffl1IIIsee.), 9月らf)‘i: A2 どは農 1 1づt tf)がゎみ。 中由荻惰のスペクトル (B1) l1、出発

パピ＾せ和 1K熊を元し 1 いる。 こ〇ように、 出硝 1'/JJ侑中 11 A ~ r~ 11 B の 9及 4這 11, 分崩

反広の追行i‘- i分ってほゞ危青的にそ n ;"  t t曾 1 1 どが見出 1 れfi。

空氣中 1．．け、、‘和街に直しh, 8 の庄戒澗tテ'‘ラ 7 ーダー中 l<- 蒻すビ、？k ;:.グチに 1且沿すみ

勇母叙ヽy,、・見 5 i.j1.、 1 在メス I\‘ ゥアースペクトル屯 Bz Pヽぅ A2 1こ喝化 1 み o t̀, A の 1 戎．1勿

1 fJれ-S Fe Py~位 l~ 考化し K そ Pl Y.芳 2 られみ。 これtふたf--:. ¢‘均ft -c:ji I--1 'l‘‘1 t ?|< ;::.ヶ

手 1っ樟差すみ竜青が 1着1]9 し， ズペクトル之恥 I~ も£~み． 1 のよう 1< 7k 忍、沃の和＃ 1 る窄

糸守ピ§i印澤てi｀の A J 8 tf) {I::労初 11 相 2 l< ,1世的 I< 度化し 1\ るものi’ゎ h. 1 h, z 

n よう刀可直印蓬tk t反直しているピ． 画t it手 n ビリラ‘‘7 の一名P,< 1 b le 1 角、々 1，•まわれ，

Fen のー名p l"il耐化されて 3 f面't. fJみ z t o＜・メス Iゞウアース＾゜ 7 I- Iレ 9‘5 1g走 1 れみ．

童i要化』 メス／；‘ウアースI\. 7 卜 1y, p丁 A fJゞの認昂 b‘5 Fe Py4 Clz のチ、ラ'1-ター

中 1．、の行月序在が澗 la FePy2 Clz, 水虚系t侑ゎ窄気 ,:/'1'｀の付餌ェ岱初 l1 fe Py2 ¢l2·叫 0 t‘` 

わるt芳ぇられる。

t
 

ヽ

ヶ
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(1965). 
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4 A 8 

九犬残こ

各種ヶィ戟埠鉱物のメスベ・ウァースヘ゜クト Iレ

o 高島哀正・大橋疾

消菟｝ Ii一昨年＂ナ 3 回枚堺ィピ浮討絵今て．， r赦種の銀舷勅の M&ssbauer ;,.、ペクト，レ」 と｀’

う＇題且で棟告［たか／ 今＠ 1まさぅに広節 I用 1こわた 3 各種鉱物につりて渕定を行な•し＇， 前回

，，，tを展ざセた絆果 /0 _,..,いて殺告す 3.

実験ケ琺，ょ前®こ大体 l司楳て..,”co- Cu.線源一＂占円板疫吸収体．ー ('{aI(T£) 検出娯一―

'too 1tヤンネ Iレぅ皮高分析番の茶も用", '豆 Kev の r 様の 37fe，こJ: J吸収を利定 l ，叫pier

速度の初羞i z. I て吸 1沢孝を柑ぃ色 、＝判定法の紐抑 1, Iょ苫ナ改夜を加えたのて＂， スペク''"

ぱ以各より；脅らかな曲線を豆くようになつた．

銚勅捩料として 1丸 Zeem«n 分扱を示す酸化物／ 誂化物などの鈷約 1丸 硬見在用りてりJ i判

史痕置か，そのようfJ広， 9 1)orp ler 速度錢域におけ 3 精虚到定 /C 羞 l がいので‘透 1八 主として

ヶ 4 緒狐鉱約去用 I) た． すtiゎ丸 躇石抜（薯迪掬后， 企廷；；；， 反鉄埠石） かんシん石

旋（茅土かんらん后， 鉄かんシん；；；）， さく 3 ；；；萩（鉄，i・・んざ⇔く 3 石， 死佼ざ・く 3 石）J

翌クんも 電気石） 椅肉石， 珠反牲肱 斧石 rl どて．、名）． はお叱段の r二めにケイ酸段ダ、外

lfl令広灼（ 9 よう鉄銚， ｝ん録似tiこ·) b i判定 l た．

天翠の叙物移．のメ7-ハウァースヘ•クト，レをi判乞す］えが d 的,:r I) 今. ; ｷc ･. "'よゥtJ

杖粁の消リ史例加 r ",,,,, c:ｷ, 各叙灼のスヘ＇クト，レで得て形の特叙t像家す 3. 2) 2 個つ

録" 3 偏，，鉄のぅ昆令の雅様を姐家し， 7、へ゜？トルJ、シそ小らの喝合叱な決定てき 3 かど＂シ

かを 8n らかにす 3. 3) 鈷杓，ヤの 2 偏およ1J. 3 11fii，，，鉄の含肴希·の I司弱非破壊今枡な可 9うか

否かで栓計--t J. 午） メスハウアスベクト，しかシ 払ome,- s!, if大J ;/;よがたんr“f °/e s1'£,•H、",J € 

の値を求~, 飲初の雑品精逹～4瑾構達 I'I釘す］知見を復J' ミピfiとてあJ. l か L'

この由て砂大よか 3) の争項，j現在用"てい 3 裳置て，9) 主 F NaI (T文）綽晶の劣化のために9

史，性的な逸珪てのみて．＇可貧まて•あ 2 こ乙なわかった． そこで今~回，i 4寺 /c I) およ v 4) の阜項

I= ついて芳方（た．

一般的 I: l9 つて りよう鈷 (Feco，）やらん鉄鈷t入l:'.-ケイ暇塩以外の鉱灼,t近常の化合わ

！司様比較的厚純fl 1，ヘ°グトルを示す A， ケイ殴塩令広勅 Iよかれク桟葬カスペクト＇レを示 l,

紹枡＾難かしくtj J. こ＋ 1iヶ 4 頑燐鈷りりに含f卜J叙か綽晶楕沿ヱた＞•一つゥ決まった

1立置 Iこ在在す）のて 1すfi人 ニウ以上の位置をとつて l1 3 ことを示してり］． また思ポ銑

牙匂 l訂てはヶ 4 緩か鎧尻 手，面 I)I:‘9 環状靖逹と嬰はつて，， 3 "'で， そ>/1. ~ I二点よびつく欽乃ナ

の示す必西r sk;}オで炉aメ吋’゜れ 叫·せ，咳" 1急，こかfJグ大ぎfよ拝這，なみ＄ 4 3 . 渕定（た

令汰われ・糾 It合卸 r 17 個てお 3 iC) : 7 に 1 -t ;...・三の例tぉ，ナスヘ゜り卜、レのもっ意味て述ヘ

J. "へ゜り卜 Iしか棧雑 Iこti卜 I士止った第杓，したか一つて違った麻叙｛可紺 I こf」 3 ム； こァて‘•

1t i炭著シ。最哀l:'.- El-,!,,le J賂ネりをあ If J. 
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団 1 りよう鉄鈷 釘S= 1•38 mm/… 
€= a1午 h

図 2 シん舷•合t
ヽぢぷ ~ 
ヽヽつ

巧丘 l ・ 2I mm/s｢ 

C = 13 1 、9

ず｛ J＝ 0•43..茶
€=0•46 ゎ

団 3 灰膀さ｀‘人 3 石

｀、 ヽ巧 ,,. 
‘‘’/ 9 、}, /,’ 

\、‘‘‘‘9 、‘
¥ｷ 9‘‘)、- J ‘9 

／到 4 叙 1ぶんがく 3 石

丘情 S= o..lや嘉．

厄州 6=o.76 , 

e=o. I3, 
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L
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ト
ト
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ー

和
炉
た
←
企

r
'
1
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ば
ぢ
崎

F
e

～、、つ＜＇／
‘‘’ ‘、、ヽ；

ｮ 5 苓土かんらん石 珀し 叙かんシん石

町J= (.0? "咳ec
€ = I.3 6,、

叩＝I•3、"'`
e=l.3 7 ,  

J:o.砕 m-I巫
Fe.舟｛臼;;、·

叩：：::プ伍． Fe廿｛ご：：：＂／<U.

忍到 1似蛉 Ii r 線威収卒， 様釉 Iよ'l)orp /er 速度であJヵ、月盛 11 回,, J:つて這つて｀， 3 ．

，，索緑 IJ得られたスヘ°クト Iレで， 奏楳 Ii :t_,/1.を麻矛村（て得た 4 のて••あ 3. 回 1 I二示 I

よ鰊舷'? 1--ヘ゜り. Iレは通殺の 2 個の鉄のイオン•t主きま令をi →下化合杓のそ小と紫艮似 1 て

ゆ女み0) t>い六ナ晶升夕菱南 4そ．を l て本・ク餞品，古イオン錢島

回

たク

9)  

3 こ，，，こ 乙 11 9 よう叙令広女

t, 1 : i.を玄ります）． I司 2 ，，らん銃鉢で，i 2 偏と 3 11ii.,,妹各一耗なi忠去 l,

ぶ 11也ヵヽう） 凰，，もによつて生戒（た醸化叙冷ても 3 と椎寮::tん 3. tJよ•この杖料は大分息

狂易走のものてわJ -!,;ｷ, 年庫県辞ク在のiの Itぶ，

1六厘tl 3 i のが得・タ人 F 。

イ 3 個の収，i

その

このよう

€他，古 1:J、て，) ;力；・スヘ°ク｝

に 1 ス，,·.;ァースベ？

＇レ令砕の升タ

ナト 3 ， 団 3 の I穴鉄ざ" < 3 石 1 :t 3 イ西の鉄t 2 我綬令み，

杞ォy希含まふ 3 iの I士クす称、tt 0)甦，、位置/'お l ミと名示（てり 3.り, 

)- Iレかシそ，，鉱 9りの差蛇A一判定

ーナは対称•t1:の友"位＇置，2 あ

庚令そt.. < 3 石の

光＂

化挙式 11 直業 G （此 T必的 o,. と者か人 3 か',

め 2 我の斜ヵ：狂カナれ 3 t，，と券ぇ!:>,},.. J. 国午 I＝示 l た鉄 I古ーんざく 3 石ては 2 イ西鉄ガ、: 2 

孔 3 1"丈が l 娩含まれ 3 ． こ，，， 3 徊 4 鉄 Iょi値から風 1じ生成物て 1ょti <)  

位筐，＝存在すJ i，，，てお 3 ． 国 5 の培土かんらん；；； Ii妹晶桔走上達ーった位晋におJ 2 我の

ーク? "'鉄瓜チ はカルシウ 4 "'位置，：入 3 た

娃晶井チの定
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2 個令！を．ほぼ等条今んて I, J：：：とt示九 図 L 0)鉄かんシん石公、 最. i社：雑 n スペク 1,レ

<11作＇｝であ 3 カC, 2 1西鉄も 2 耗設， そ礼 9こか r; ク多舟 "'3 個の叙を／ぶんて" `'3 ことを示す．

€他かれ殺的大ぎ" "'は斜ケ晶形ヮ捻晶か·か沿クゆかみてiつて`, Jためて”右} j. その

他の鉢物 I2 つし＇ても｝ス 1ヽーウアースヘ゜り卜，レから 4手シれ F .,'fu 見 1こつ＇’て述べJ.
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4 A 9 (n, p)反応，くよI;,')`ノーイ砂系に合牙勿の化浮的石仕尻
凰化、')‘/

九久窪 〇氏条菊火郎，叩霞遺、前 ll'l未瓜，高島良丘，夭楠及

リソーイガウ禾化合初の唸 (7Z 、p)'ゃ，くよ＇）庄じる放射 ‘r生，J‘/）くつ、， 1

1) 放術能分舒と糾べ｀ b : t l< I り、水ット咋原子の最終的，：吝足化』する妃厚狂、難． h‘ J o• 永

ットアトレ、反応檄稽OJ化蹂的克明、

2.) 比放射『も，，，高 v 各種，） ｀ノ蔽 1品の反誂合成

も日灼 L すみ．

この府先の／弔じして、')、I t 1 イウ，，みから構成iれ、匂，I‘/ 1く似た、島 D‘ ゞ釣＂積史

を 1才っ l刃種の石『し如り‘／とと')み 'Tヽ．f:..照射 k 11 床iP 大芹ダ、子炉爽赦所 k /J.尺を仮 If]レ、懸術

開のが）勾 1｀・，，ァニーリンク.. t p方正するため 1＜ド 7 1 f 4 スぅ羞度 z・烈身1 t行 riっfく．

患術拭科，1 ;;.碩化足泰と水 1`• 1辰 7 1 ニズ1i閉q今iiiも比t，1＜、め，水租平，，リン殴f屁，；ついて

の放射fもか『と却＾、ク：乙 1< J'.) 目的 1) 1)の手がか') tっ，、もクと拭ケ 1く。

〔皮験］

a)試料み‘Jが拭策

拭料とし 1 11 単ーf1 化合夕勿とし 1 名足，＜杵丘すると厖認 1 ふている以下ん棺 m 硯化 1) ソ

£使用しfく．

(,,_ :殖化 1臼 II ｀ノ（p, S,) 

®五瓜化四，｝ン(P.ふ）

®七乱化 1四'}ン (P. Sr) 

④キ硫it, !,SJ'}、ノ（移ふ）

肱，ぎ、（゜C)

/7/~17ヌ 5

170~220 

30f~ 3/0 

286~:z'lo 

沸，ぎ．（ •C)

ん07 ~ 409 

.r2 3 

.$"13 ~よ／J

9 C,^^  ̂ dア— 3a•“”,.
{.,).JX IV,., 1 T”‘ ／ダ丹TI:f(.._ 冷水tの反応 娑安気荏ず危'4 板長した内の
(9. 17•c) 

/00 )1 以t`•妥i区ず 枯戸々 I；蔽 4b

(a IO 

0 0 2 ? が1、‘)各み』液餌 冷 妍

0.222 捻 k ）＜今弩 伶 KL達‘朗

1) 2）印）

凡ふ，凡S,o II /I'.,否）月庁販,'ii ?粁旅 v ，囮ふ、厄あ II 当研見窒，くて合成粁裟t し z えf<.

cふも芹戎，て 1足 7 Z 枡製したものt i史）丹レた•

b ）平、ほナ貶、射

0.3~o.4? の試秤とガアセ ,v" 底封した技，唇 1 0.Smm のガドミウムタ紆 1くて二宦，くもみ、ラ

乙‘` 7 ) - 1灯 1こ＾が 1 細かく砕、、f＜ドライアイスを告店め 1 租，術t行fl っ rく．照和 II 京祁犬弔原

各炉爽猿安所 k/,/ 尺 -l ／王気垢送菅 NO, 3 (2He V．以上の乎＇r生手束～ IO” れ／，ず•Sec) t i史）利レ， 2 3 Iく） 1

3 回ドクイア 4 ズを椅たし（iかウ令計 30 か閉憩，和した．以後0)拭科の抒紆 11 }'‘クイアイス

＼ヤが竹 r,, f<. 

C) 足邑術拭科(J)~,'rスペ 7 卜 11} 卜') -

歿払舒しし z 7゜クスナ・7 7 シ｀／ケレークーわ‘Jひ•Nal (T.e) t)升 "'400 チャンネ IV -PHA " 

1. :!-ぇ，レギー分祈を行fiっ衣．

む二放． lし戻羨ー水徊閉の
冷函む

よ0ml．令液ローl-中 1< z. /J-勾｛の CS2, Iょ4．の 1k ゎ・［ひ• IO”fll>だ、射拭科＆入がて／t令聞後
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(71 、/J）反応，＜げリンーイォウ系化合坑7 の仕浮約行尻

牙 1 報硫化1)‘ノ

九大理 〇氏介菊；だ印，伸逗這，前 If/ば咸、由島紅，火稀戌

とうした後 l 料間放翌レ、両租を令背仕して不希初tみ迫し 1 商： 3 放加能規II 史を行 ri, f<, 

e) 水租甲の放加、1攻＇）ンの分叙t衣伽託分析0,,M1/ 足

如ex Ix ｧ, I00 ~,200 me9ん， CH, COOーゼ和昨 IO.,,,i t jJうム,,つめ．分卵、後 "'1卜狙／0 ，，，f t c ん•rf e し 1

日叫心；企 l: J')介甜し衣・叩 X`I、n] bottム， 0 ， IM CHJ COOMHん.2ro4, reser/)ior, 0. 6 H CH3C00 鴎 I て 1

Jm1蜘 7 ククシヲ｀ノ 9’’ よ00,,,,f. <斌逗 0.¢~ /.0 4．／西"· l,も， z ；各甜：レ、：，＇て．、加‘"、”i bo ttlぇ 11 そ(/) j 
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